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● 看護師として羽ばたく卒業生（第 23 期生 29 人卒業）● 看護師として羽ばたく卒業生（第 23 期生 29 人卒業）
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　ＪＲ北海道は、平成28年11月に「当
社単独では維持することが困難な線
区」を発表し、本市はこれまで、根
室本線対策協議会や富良野線連絡
会議を通じて、国や道、沿線市町村
やＪＲ北海道と、鉄路の維持存続に
向けた協議を行ってきました。昨年
７月、国はＪＲ北海道に対して、国
鉄清算事業団債務等処理法の規定に
付された期限内の平成31年度から２
年間、総額400億円台の支援を行な
うとともに、経営改善に向けた取り
組みを着実に進めるように監督命令
を発出しました。この監督命令にも
とづき、ＪＲ北海道は、平成31年度
からの２年間を第１期集中改革期間
として、利用促進やコスト削減など
の事業計画を策定することとしてお
り、本市においても沿線市町村やＪ
Ｒ北海道と連携・協力をしながら、
鉄路の維持存続に向けて全力で取り
組んでいきます。

鉄路の見直し

　老朽化した庁舎や文化会館の建て
替えは、昨年第２回定例会で、関係
条例及び予算の議決をいただき、市
民と議会、行政が一体となって検討
する「新庁舎建設検討委員会」を設
置し、庁舎と文化会館の複合化によ
る新庁舎建設事業がスタートしまし
た。新たな庁舎は、市民の生命と財
産を守る防災拠点であり、災害に強
く協働のまちづくりの拠点として、
市民が気軽に訪れて親しみやすい庁
舎とするため、本年度は、新庁舎建
設検討委員会の意見を踏まえた基本
計画を策定し、説明会やパブリック
コメントなど市民参加のもと、実施
設計へと進めていきます。なお、市
の財政負担の軽減を図るため、耐震
化未実施の庁舎や、複合化する文化
会館の建て替えに、国の緊急的な措
置として創設された財政支援を最大
限活用し、次年度の工事着工をめざ
します。

庁舎等の建て替え 平成31年度　市政執行方針

心豊かに暮らせる富良野をめざして

　

本
年
５
月
に
は
、
新
天
皇
が

即
位
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
元

号
が
変
わ
り
平
成
と
い
う
時
代

が
終
わ
り
ま
す
。

　

30
年
前
の
平
成
の
幕
開
け

は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
真
っ
た
だ

中
に
あ
り
、資
産
価
格
の
上
昇
、

好
景
気
な
ど
を
背
景
に
日
経
平

均
株
価
は
平
成
元
年
末
に
３
万

８
千
９
１
５
円
の
史
上
最
高
値

を
つ
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
日

本
経
済
は
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と

と
も
に
「
失
わ
れ
た
20
年
」
と

い
わ
れ
る
長
い
デ
フ
レ
に
突
入

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

や
東
日
本
大
震
災
な
ど
未
曾
有

の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
と

と
も
に
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、働
き
手
不
足
の
な
か
で
、

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
Ｉ
o
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
進
展
し
、
経

済
・
社
会
構
造
は
、
か
た
ち
を

変
え
な
が
ら
想
像
を
超
え
た
領

域
へ
と
突
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
が
増

す
社
会
に
お
い
て
、
私
た
ち

は
、
常
に
環
境
の
変
化
に
対
応

し
、
自
ら
変
わ
る
勇
気
と
、
一

人
ひ
と
り
が
創
意
工
夫
を
持
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
の
結
集
に

よ
り
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

に
ふ
さ
わ
し
い
「
ふ
る
さ
と
富

良
野
」
を
創
造
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
経

済
の
活
性
化
の
た
め
に
打
ち
出

さ
れ
た
「
地
方
創
生
」
は
、
す

で
に
５
年
目
を
迎
え
て
お
り
、

国
に
お
い
て
は
第
４
次
産
業
革

命
を
展
望
し
、
次
元
の
異
な
る

大
胆
な
地
方
創
生
の
実
現
に

向
け
た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
よ
り
良
い
富
良

野
の
た
め
時
代
を
先
取
り
し
、

そ
し
て
、
よ
り
良
い
市
民
生
活

の
た
め
に
、
市
民
も
行
政
も
積

極
的
に
情
報
を
収
集
し
、
固
定

観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
で

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
発
想
で
、

自
ら
考
え
行
動
し
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、「
す
べ
て
の
市
民
が

健
康
で
生
き
が
い
を
感
じ
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
幸
せ

が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
市
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
し

て
掲
げ
、
次
の
３
つ
の
重
点
政

策
な
ど
、
待
っ
た
な
し
の
課
題

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
幅
広

い
世
代
が
集
い
、
つ
な
が
り
、

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
富
良
野
を

め
ざ
し
、
全
力
で
市
政
運
営
に

当
た
っ
て
い
き
ま
す
。

平成31年2月26日、第１回富良野市議会定

例会で北猛俊市長から市政執行方針が発表

されました。本年度の取り組み内容と予算

を紹介します。

富良野市長

北　　猛　俊

執行
方針

教育行政執行方針
　

今
日
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
を

は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高
度
情
報

化
な
ど
に
よ
る
社
会
の
変
化
は
、
人
々

の
予
測
を
超
え
て
加
速
度
的
に
進
展
し

て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
多
種
多
様

な
価
値
観
が
生
ま
れ
、
複
雑
で
予
想
困

難
な
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
の
激
し
い
社
会
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
第
５
次
富
良
野
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
及
び
富
良
野
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
基
本
と
し
た
富
良
野
市
教
育
に
関
す

る
大
綱
に
も
と
づ
き
、
幼
児
期
か
ら
の

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調
和
の
と
れ
た

着
実
な
育
成
を
め
ざ
し
、「
す
べ
て
は

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
を
合
言
葉
に
、

子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
を
伸
ば

す
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
、
学
ん
だ
成
果
を
適
切
に
生
か
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
安
心
し
て
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
向
け
て
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
を
発
達
段
階
や

特
性
に
応
じ
た
児
童
の
発
達
・
自
立
を

促
す
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

健
康
づ
く
り
、
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
に

対
す
る
支
援
体
制
と
機
能
を
強
化
す
る

た
め
、
関
係
部
署
と
の
連
携
を
さ
ら
に

進
め
、
子
育
て
支
援
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そして、すべての
子どもたちのために

議場で教育行政執行方針を表明する
近内栄一教育長

市
民
参
加
、
市
民
協
働
の
な
か
で
質
的
な
成
長
を

３つの重点政策

　地域医療は、富良野医療圏の二次
医療や救急医療の中核としての役割
を担う地域センター病院の常勤医師
の不足が続き、医療ニーズに沿った
医療体制の維持・確保対策が、喫緊
の課題です。「地域医療を守る」とい
う強い決意を持ち、医学生に対する
医師養成確保修学資金貸付、地域セ
ンター病院医師確保対策などを支援
します。また、圏域で唯一安心して
出産ができる地域センター病院の産
科医療体制維持に向け支援をしてい
きます。

地域医療
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主な
事業

➊
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
み
ん
な
で
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
は
、
健
康
で
幸
せ
が
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
高
度
な
医
療
も
必
要

に
応
じ
て
適
正
に
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
子
育
て

支
援
は
、
家
族
・
市
民
・
地
域
・
事
業
者
な
ど
社
会
全
体

が
連
携
し
、
協
働
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
や
母
親
の
保
健
・
医
療
の
推
進
は
、
妊
産
婦
及

び
乳
幼
児
に
対
す
る
保
健
指
導
や
不
妊
症
治
療
費
の
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
不
育
症
治
療
、
産
婦
健

診
費
用
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
費
用
の
助
成
と
中

学
生
ま
で
の
入
院
医
療
費
無
償
化
を
行
い
、
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
推
進
は
、
乳
幼
児
及
び

そ
の
保
護
者
が
相
互
に
交
流
で
き
、
相
談
や
情
報
提
供
を

行
う
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
地
域
で
活
動
し
て

い
る
幼
児
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
に
配
慮
し
た
社
会
環
境
整
備
等
の
推
進
は
、
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
ま
と
め
た
子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
の
作
成
・
配
布
を
行
い
、
新
た
に
子
育
て
ア
プ

リ
を
導
入
し
、よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
は
、
平
成
31
年

度
末
で
山
部
中
学
校
が
閉
校
し
、
富
良
野
西
中
学
校
へ
統

合
と
な
る
こ
と
か
ら
、
円
滑
な
学
校
統
合
に
向
け
、
対
応

を
進
め
ま
す
。

➋
や
さ
し
さ
と
生
き
が
い
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
は
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
、
重
症

化
の
予
防
な
ど
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
介
護
保
険
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
確
実
に
提
供
す
る
た
め
、
市
内
の
医
療
機
関
や
事
業

所
と
連
携
し
、
介
護
人
材
確
保
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。
地
域
福
祉
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
図
り
、

相
談
か
ら
支
援
ま
で
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で

き
る
権
利
擁
護
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

➌
人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
２
年
に
制
定
さ
れ
た
富
良
野
ら
し
さ
の
自
然
環
境

を
守
る
条
例
や
、
本
市
の
田
園
景
観
に
み
ら
れ
る
特
性
を

踏
ま
え
、
景
観
法
に
も
と
づ
く
景
観
計
画
区
域
の
設
定
や

行
為
の
制
限
な
ど
、
景
観
形
成
に
向
け
た
ル
ー
ル
（
景
観

計
画
）
を
策
定
し
ま
す
。

　

公
園
緑
地
の
整
備
は
、
北
麻
町
公
園
な
ど
、
６
つ
の
公

園
で
改
修
を
進
め
、
住
環
境
は
、
耐
震
改
修
促
進
事
業
と
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に
よ
る
住
宅
改
善
の
支
援
の
充
実

を
継
続
し
、
老
朽
化
し
た
北
麻
町
団
地
１
棟
８
戸
の
公
営

住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

➍
地
域
の
魅
力
あ
る
産
業
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

農
業
担
い
手
対
策
は
、
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
及
び

就
農
予
定
地
に
お
い
て
、
新
規
就
農
に
向
け
て
の
実
践
的
な

研
修
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
農
業
の
効
率
性
と
生
産
性

の
向
上
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
は
、
中
小
企
業
振
興
総
合
補
助
金
や
各
種

制
度
融
資
を
よ
り
活
用
し
や
す
く
、
制
度
を
改
善
し
、
中

小
企
業
の
振
興
を
図
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
支
援

を
継
続
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

雇
用
環
境
の
改
善
は
、
市
外
か
ら
転
入
し
、
市
内
企
業

に
採
用
さ
れ
た
従
業
員
の
住
宅
賃
貸
料
を
、
官
民
が
連
携

し
て
負
担
軽
減
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

スマート農業促進支援事業（400万円）
　栽培用ハウス内環境制御システム、トラクター等
自動操舵システム、クラウド営農支援ソフト、乳牛
個体管理システム、ドローン（農薬散布用）の一部に
補助し、ICT 技術を活用したスマート農業を推進し
ます。

農家子弟就農促進事業（250万円）
　農家子弟就農の促進と、就農後間もない離職を防
ぐため、就農１年前から就農後３年目までの設備及
び機械の投資を支援します。

子ども医療給付事業（6,008万円）
　小学校就学前の乳幼児の医療費は所得制限なく、
医療費の無料化を実施していることに加え、平成 31 
年 4 月から、中学生までの入院にかかる医療費を所
得制限なく無料化します。

子どもの任意予防接種費用の助成（611万円）
　平成31年度から、子どもの任意予防接種費用の助
成を新たに実施します。
・ロタワクチン １人 15,000 円助成
・おたふくかぜ １回  3,500 円助成（未就学児まで）
・インフルエンザ １回  1,000 円助成（小学生までと中3・高3）

産婦健診及び新生児聴覚検査費用の助成（193万円）
　平成31年度から、産婦健診及び新生児聴覚検査費
用の助成を新たに実施します。

特定不妊治療費助成事業 (230万円）
　不妊症治療費の助成を継続しながら、平成31年度
から、流産や死産を繰り返し、出産に至らない不育
症の治療に対して助成を行います。

次代を担う子どもたちをみんなで育むまちづくり

ファミリーサポートセンター事業（323万円）
　児童の預かりや育児などの援助を受けたい人（依
頼会員）と援助を行いたい人（提供会員）による、会員
組織における、相互援助活動などに係る連絡・調整
を行い、仕事と子育ての両立など、地域における子
育て支援を推進します。

子育て支援センター運営費（382万円）
　子育てに関する情報交換や育児相談ができる場を
提供し、子育て講座の開設や幼児クラブなどへの支
援を行います。また、ICT（情報通信技術）を活用し
た新たな子育て支援策として、「子育てアプリ」を導
入します。

山部中学校閉校事業（114万円）
　平成 31 年度末で山部中学校が閉校し、富良野西
中学校に統合することから、学校統合に向けた対応
を進めます。

学校施設長寿命化整備事業（401万円）
　学校施設の維持管理更新など、個別施設のメンテ
ナンスサイクルを計画的に実行するため、学校施設
長寿命化計画を策定します。

主 な 事 業 の 紹 介
新たに始まる事業も含め、平成31年度

の主な事業を紹介します。

防犯灯設置費補助金（187万円）
　防犯灯 LED 改修の補助率を40%から50%に引き
上げます。

景観計画策定事業（410万円）
　景観計画区域の設定や行為の制限など、景観形成
に向けたルールを策定します。

公園施設長寿命化事業（5,345万円）
　北麻町公園、南麻町公園、東麻町公園、曙公園、鳥
沼公園、扇瀬公園の遊具などを修繕及び更新します。

住宅リフォーム促進事業（1,500万円）
　個人住宅のリフォームに係る経費の一部を助成します。

公営住宅建設事業（17,504万円）
　老朽化した北麻町団地（1 棟8 戸）を建て替えます。

人と自然が共生する環境にやさしいまちづくり 3 1

介護人材確保事業（132万円）
　介護職員初任者研修及び介護職員実務者研修受講
者に対し、受講料を助成している事業所を対象に、平
成31年度から新たに助成額の半額程度を補助します。

歯周疾患検診（62万円）
　平成31年度から、歯周疾

しっかん

患の予防のため、40 歳・
50 歳・60 歳・70 歳の市民を対象に歯周疾患検診を、
新たに実施します。

権利擁護センター事業（972万円）
　高齢者や障がい者など、日常生活上の判断に不安
のある方が、地域で安心して生活できるよう、成年
後見制度の利用支援及び権利擁護支援の体制を整備
します。

やさしさと生きがいが実感できるまちづくり 2

商工業パワーアップ資金融資事業（460万円）
　中小企業振興総合補助金や各種融資制度を、より
活用しやすい制度に改善し、新規創業者向け融資や、
事業拡大をめざす中小企業の支援を強化します。

 中小企業振興事業（1,488万円）
　中小企業振興条例にもとづく、市内商工業者への
助成を継続しながら、平成31年度から新たに「UI タ
ーン住宅支援がんばる企業応援補助事業」を実施し、
市外から転入して市内企業に採用された従業員の住
宅賃貸料を支援します。

地域の魅力ある産業を活かしたまちづくり 4



662019-4　2019-4　FuranoFurano77 Furano　Furano　2019-42019-4

■一般会計 歳入
　市税は、景気の情況や雇用調査などにより前年度当
初予算対比 2.5％増の 25 億 7,750 万円を見込んでいま
す。地方交付税は、国の地方財政対策や各項目におけ
る基礎数値などを勘案し、前年度当初予算対比 0.8％減
の 46 億 9,350 万円、地方交付税の振替分である臨時財
政対策債を加えた実質の地方交付税では、前年度当初
予算対比 1.9％減の 49 億 9,350 万円となっています。

■一般会計 歳出　
　扶助費は、児童扶養手当支給費、施設型教育給付金、
障がい児通所給付費などの増により、前年度当初予算
対比1.7％増の24億8,840万円を見込んでいます。また、
補助費などは、地域センター病院医師確保対策、富良
野広域連合負担金、市議会議員選挙費などの増により、
前年度当初予算対比 5.0％増の 16 億 6,330 万円を見込
んでいます。公債費は、地方債償還元利金の減により
2.8％減額する見込みですが、歳出全体では前年度当初
予算額と比較して 10.0％の増となっています。

【
歳
入
】

■
自
主
財
源　

地
方
公
共
団
体
が
自
ら
の

意
思
決
定
に
も
と
づ
い
て
自
主
的
に
収

入
で
き
る
も
の

■
依
存
財
源　

国
や
道
の
意
思
決
定
に
も

と
づ
き
収
入
で
き
る
も
の

■
市
税　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

税
金

■
繰
入
金　

基
金
か
ら
一
般
会
計
に
組
み

入
れ
る
も
の

■
そ
の
他　

分
担
金
、
負
担
金
、
使
用
料
、

手
数
料
、
寄
付
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入

な
ど

■
地
方
交
付
税　

地
域
ご
と
の
状
況
の
違

い
を
調
整
す
る
た
め
国
税
の
一
定
割
合

か
ら
配
分
さ
れ
る
も
の

■
国
庫
・
道
支
出
金　

特
定
の
事
務
事
業

に
対
し
国
・
道
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

■
市
債　

市
民
が
何
年
に
も
わ
た
り
利
用

す
る
施
設
を
整
備
す
る
と
き
に
借
り
入

れ
る
も
の

【
歳
出
】

■
義
務
的
経
費　

扶
助
費
、
人
件
費
、
公

債
費
を
合
わ
せ
た
、
任
意
に
削
減
で
き

な
い
経
費

■
扶
助
費　

生
活
保
護
、
子
育
て
支
援
、

医
療
費
の
援
助
な
ど
の
経
費

■
人
件
費　

職
員
の
給
料
や
議
員
報
酬
な

ど
の
経
費

■
公
債
費　

借
入
金
を
返
済
す
る
た
め
の

経
費

■
普
通
建
設
事
業
費　

道
路
工
事
や
施
設

な
ど
を
建
設
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費

■
物
件
費　

消
耗
品
、
委
託
料
、
光
熱
水

費
や
備
品
な
ど
に
要
す
る
経
費

■
補
助
費
な
ど　

公
益
的
な
事
業
な
ど
に

対
し
て
の
補
助
金
や
負
担
金
な
ど

■
繰
出
金　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
な

ど
に
支
出
す
る
経
費

【
会
計
】

■
一
般
会
計　

福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備

な
ど
市
民
生
活
に
関
わ
る
費
用
を
経
理

す
る
会
計

■
特
別
会
計　

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合

や
、
特
定
の
歳
入
を
特
定
の
歳
出
に
充

て
、
一
般
会
計
と
は
区
分
し
て
経
理
す

る
会
計

■
企
業
会
計　

独
立
採
算
を
基
本
と
し
、

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
設

置
す
る
会
計

　依存財源 　依存財源 70.3％70.3％

6.3％ 市債
7億9,350万円

6.2％ 地方譲与税・市町村交付金
7億8,510万円

自主財源 自主財源 29.7％29.7％

37.2％ 地方交付税
46億9,350万円

13.0％ 国庫支出金
16億3,330万円

7.6％ 道支出金
9億6,040万円

投資的経費 投資的経費 9.2％9.2％

義務的経費 46.4％

44.4％44.4％  その他行政経費その他行政経費

15.5％ 物件費
19億5,680万円

13.2％ 補助費など
16億6,330万円

0.3％ その他
3,780万円

11.3％ 繰出金
14億2,590万円

4.1％ 維持補修費
5億1,090万円

■会計別予算一覧
当初予算額 前年度比

一般会計 126 億 1,600 万円 + 10.0％
特別会計 63 億 7,500 万円 + 3.3％
国民健康保険 25 億 7,600 万円 △ 5.1％
介護保険 22 億 5,110 万円 + 5.6％
後期高齢者医療 3億 3,410 万円 + 0.8％
公共下水道事業 9億 1,410 万円 + 3.3％
簡易水道事業 2億 9,970 万円 + 173.2％

企業会計 13 億 6,090 万円 △ 11.3％
水道事業 7億 2,130 万円 △ 19.7％
ワイン事業 6億 3,960 万円 + 0.4％

予算総額 203 億 5,190 万円 + 6.2％

平成31年度平成31年度

当 初 予 算当 初 予 算

■目的別歳出一覧（一般会計）
当初予算額 前年度比

議会費 1億 6,360 万円 △ 3.6％
総務費 25 億 5,220 万円 + 14.5％
民生費 43 億 6,270 万円 + 2.9％
衛生費 10 億 2,960 万円 + 4.4％
農林業費 7億 2,210 万円 + 30.3％
労働費 3,920 万円 + 16.2％
商工費 3億 6,040 万円 + 5.3％
土木費 14 億 8,040 万円 + 45.0％
教育費 7億 7,220 万円 + 6.7％
公債費 11 億 2,370 万円 △ 2.8％
予備費 1,000 万円 0.0％
合計 126 億 1,600 万円

■市民１人当たりの行政サービス額

576,257 円 /人
一般会計予算額 126 億 1,600 万円

人口 21,893人（平成31年2月1日現在）

市民1人当たりに相当する歳出額（支出
する額）は、前年度（548,469円 / 人）よ
り27,788円増額となっています。

予算総額

203 億 5,190 万円
前年度 191 億 7,250 万円

一般会計 126 億 1,600 万円

特別会計 63 億 7,500 万円

企業会計 13 億 6,090 万円

■引上げ分の地方消費税交付金の使途
　平成 26 年 4 月 1 日からの消費税率の引上げにと
もない、その増額分（社会保障財源化分）は、社会
保障の施策に充てることになっています。本市では
増額分を 1 億 9,930 万円と見込み、次の事業に充て
る予定です。

事業名 事業費
財源充当する引
上げ分の地方消
費税交付金

障がい者福祉事業 8億 8,071 万円 3,023 万円
高齢者福祉事業 11 億 2,985 万円 1億 2,226 万円
児童福祉事業 8億 1,053 万円 3,450 万円
母子父子福祉事業 1億 5,059 万円 1,232 万円

当初
予算

伸率
6.2％

市税 20.4％
25億7,750万円

その他 6.5％
8億1,420万円

繰入金 2.8％
3億5,850万円

扶助費 19.7％
24億8,840万円

人件費 17.8％
22億4,540万円

公債費 8.9％
11億2,360万円

普通建設事業費 9.2％
11億6,390万円

■当初予算の概要
　平成31年度の一般会計、特別会計及び公営企業会計の予算
総額は203億5,190万円で、市長選挙を控え投資的経費などを
抑えた前年度当初予算額との比較では11億7,940万円の増額
（6.2%）、投資的経費などを追加した６月補正後の予算額と比
較すると4億2,890万円の増額（2.2％）となりました。
　４年目となる「第５次富良野市総合計画後期基本計画」及
び「富良野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に取り組み、「す
べての市民が健康で生きがいを感じ、安全で安心して暮らし、
幸せが実感できるまちづくり」の実現を図るため、事業の優
先順位や事業内容を精査し予算を計上しています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 　市民のみなさんがまちづくりに参加するためには、市役所
の仕事をよく知っていただくことが必要です。市民向け予算
説明書は、予算の内容や財政状況、主な事業を分か
りやすく説明しています。市ホームページ（ＱＲコ
ード参照）で閲覧できます。

�

市民向け予算説明書市民向け予算説明書
４月末発行

一般会計
歳 出

126億1,600万円126億1,600万円

一般会計
歳 入

126億1,600万円126億1,600万円
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検
討
委
員
会
が
市
長
に
「
基
本
計
画

（
素
案
）」
を
答
申
し
ま
し
た

　

3
月
18
日
、
検
討
委
員
会
の
協
議
結

果
を
ま
と
め
た
「
富
良
野
市
新
庁
舎
建

設
基
本
計
画
（
素
案
）」
が
、
小
川
博

委
員
長
並
び
に
小
玉
将
臣
副
委
員
長
か

ら
、
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
、
新
庁
舎
建
設
の
基
本
計
画
に
関

す
る
こ
と
を
審
議
す
る
た
め
、
平
成
30

年
8
月
か
ら
計
５
回
に
わ
た
り
会
議
を

開
催
し
慎
重
に
議
論
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

答
申
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
議
論

経
過
を
踏
ま
え
、
附
帯
意
見
と
し
て
、

事
業
費
抑
制
に
努
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

へ
の
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
市
の
財
政

へ
配
慮
す
る
こ
と
や
、
将
来
の
行
政
機

能
を
十
分
検
討
し
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎

と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
市
民
へ
の
情
報

提
供
や
意
見
反
映
に
努
め
る
こ
と
な
ど

の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
答
申
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
及
び
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

新庁舎建設にあたり、新庁舎建設検討委員会の検討状

況などをお知らせします。

99 Furano　Furano　2019-42019-4

■新庁舎の在り方　
　～まちづくりの拠点～
　新庁舎を拠点としたネットワークによって、市民や
地域など多様な人々をつなぎ、賑わいのあるまちづく
りへと発展させる施設となることが求められます。

富
良
野
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画（
案
）を
作
成
し
ま
し
た

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

現
庁
舎
は
建
築
か
ら
49
年
が
経
過
し
、「
施

設
・
設
備
の
老
朽
化
」「
耐
震
性
の
不
足
」「
省

エ
ネ
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
へ
の
対
応
不
足
」

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

隣
接
す
る
現
文
化
会
館
も
建
築
か
ら
47
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
性
の
不

足
な
ど
の
問
題
を
抱
え
、
現
庁
舎
と
同
様
に

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
現
庁
舎
と
文
化
会
館
の
抱
え

る
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、「
富
良

野
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画（
案
）」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

新
た
な
庁
舎
は
、「
人
、
ま
ち
、
自
然
を
つ

な
ぎ
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
つ
な
ぐ
庁
舎
」

を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
防

災
拠
点
機
能
を
強
化
し
、
災
害
に
強
く
、
ま
た
、

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

文
化
会
館
機
能
を
複
合
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
賑
わ
い
を
創
造
し
な
が
ら
、
市
民
が
気

軽
に
訪
れ
て
親
し
み
や
す
い
庁
舎
と
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
本
計
画
の
概
要
を
市
民

の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
参
考
に
「
富
良
野
市
新
庁
舎
基
本
計

画
」
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

　
　

計
画
の
位
置
づ
け

　

本
計
画
は
、「
富
良
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構

想
」
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
検
討

委
員
会
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
地
域
懇

談
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
に
備
え

る
機
能
や
規
模
、
建
築
計
画
な
ど
を
よ
り
具

体
化
し
、
今
後
の
設
計
や
工
事
を
進
め
る
う

え
で
の
基
本
的
な
整
備
方
針
を
整
理
す
る
も

の
で
す
。　

　
　

庁
舎
と
文
化
会
館
の
複
合
化

　

新
庁
舎
は
、
将
来
の
市
の
財
政
負
担
の
軽

減
や
、
今
後
の
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
庁
舎
と
文
化
会
館
を
複

合
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
な
る
既
存
施
設

の
合
築
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
特

色
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
市
民
と
地
域
、

行
政
を
つ
な
ぎ
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
施
設
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

笑
財
政
課　

拶
３
９
‐
２
３
0
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笑財政課　拶 39‐2306
新庁舎建設事業News

分散化している行政窓
口を集約するのはなぜ
ですか？

　現在、行政の窓口は、保健センターや、図書館など
に分散しています。これは、介護や福祉分野の行政需
要の拡大や、市役所庁舎の老朽化や耐震性が確保がで
きないことから、２階フロアの揺れ解消のため、部署
を移動させる軽減策をとったことにより、もともとは
一つの庁舎内に配置されていた部署を、分散化したも
のです。
　これにより、市民の皆さんに各種手続きで複数の施
設を回っていただくご不便をお掛けしています。この
ような状況を解決し、市民の利便性を向上させるため、
新庁舎には保健センター２階の福祉課や高齢者福祉
課、図書館３階の教育委員会やこども未来課、文化会
館の市民協働課、社会教育課の集約化を考えています。
　行政の仕事は、それぞれの分野が関連性を持ちなが
ら、業務を行っています。そして、行政が持つ多岐に
わたる膨大な情報を集約し、市民や地域、企業などと
情報を共有し、また、その情報を発信・提供すること
により、市民と協働のまちづくりを推進しています。
　その事務を行う庁舎は、今後も「まちづくりの拠点」

として、市民や地域をつなぎ、賑わいのあるまちへ発
展させることが求められており、そのために分散化し
た行政機能を集約し、市民の利便性と市民サービスの
向上を図っていく必要があります。

新庁舎の位置は、現庁舎位置で大丈夫？
浸水時は誰も庁舎に行けないのでは？

　庁舎が浸水する災害が起きると、市内中心部が浸
水することも想定されます。そのような災害では、
まずは自らの身の安全を確保することが重要で、そ
の後の復旧活動は水位が下がった後となると考えま
す。庁舎の防災拠点機能は、災害発生時のみならず、
災害後の復旧活動も非常に重要となるため、新庁舎
は建物のかさ上げのほか、主要設備の上層階設置に
より２階以上で防災拠点機能が発揮できるよう対策
を考えています。　
　現段階で考えられる浸水をしない場所は北の峰地
区等の山際になりますが、民地を買収する新たな費
用負担や市民の利便性など課題が多く、新庁舎の位
置は、市民の利便性や経済性の観点から候補地の選
定を行った結果、庁舎位置で浸水対策を講ずること
としています。

新庁舎建設 Q&A

市民のみなさんの

疑問にお答えします

７６
　第 5回検討委員会を 2月 19 日に開催し、これまでの
検討内容をまとめた「新庁舎建設基本計画（素案）」に
ついて、複合化の意義や庁舎に備える機能、事業規模
及び事業費、事業手法を協議しました。
　協議結果の答申にあたっては、これまでの経過を踏
まえ、市の財政への配慮や行政機能の検討、市民意見
の反映について、附帯意見としてまとめ提言すること
とし全ての協議を終了しました。

富 良 野 市
新庁舎建設
基本計画（案）

検討委員会の協議を踏まえ、新庁舎の在り方や複合化

の意義等を次のとおり整理しました。庁舎と文化会館の複合化の意義

■庁舎と文化会館の複合化の意義　
　～将来への対応、コスト圧縮、相乗効果～

まちづくりの拠点として、
まちのにぎわいを創造し、
富良野の文化の発信や発
展が期待できる施設
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 防災拠点機能

耐震性能の確保
・大規模な地震が起こった際でも、防
災拠点施設としての機能が十分発揮
できる耐震性、
安全性を有する
施設とするた
め、耐震安全性
の目標を国の基
準の最高水準に
設定します。

・建物の構造形式
は、耐震構造を
採用します。

災害時の行政機能の確保
・計画地は浸水想定地域（水深 0.5 ｍ）
のため、庁舎の床を 0.5 ｍ程度かさ
上げし被害の軽減を図ります。

・災害対策活動を進めるための重要諸
室や主要機械室は、浸水対策のため、
２階以上の上層階へ設置します。

・災害対策本部機能を、2 階以上の設
置、必要設備を整備します。

・備蓄資機材を搬出入しやすい建物外
に常備します。

・非常時の各設備のバックアップは、
最低限「72 時間」は確保します。

 セキュリティ機能
　
　市民の個人情報や行政情報を多く取
り扱う庁舎は、セキュリティ機能や防
犯機能を整備し、来庁者や職員等の安
全を確保します。

 窓口・行政事務機能

ワンフロアサービス窓口
・市民の利用頻度の高い窓口をできる
だけ低層階に集中させ、関連部署を
近接させるなど、市民の利便性の向
上を図ります。
・証明書発行等のワンストップ窓口や、
時期によって来庁者の多い申請業務
を受け付ける窓口（シーズンカウン
ター）を設置します。
・プライバシー保護のため、窓口カウ
ンターの衝立てや相談ブースを設置
します。

コンパクトな行政事務スペース
・執務室は、ユニバーサルレイアウト
を基本に、コンパクトで効率的な配
置とします。

・会議室等は、人数により柔軟に利用で
きるよう移動間仕切りを設置します。

 議会機能

・市民の生活に直結する重要な案件の
協議や、行政事務事業のチェック、
市民に寄り添う行政執行の実現な
ど、議会の果たす役割は大きく、常
に真摯な議論をする場として位置付
けることが必要なため、議場は現状
と同様に議会専用とします。なお、
会議等の使用も可能とします。

・傍聴席に車いす用スペース及び親子
傍聴室の設置を検討します。

・議会関連諸室は、各室の関連性や議
員の動線に配慮し、できる限り同一
階に集約し、必要最小限の面積とし
ます。

バリアフリー・ユニバーサルデザイン機能

・年齢や障害の有無にかかわらず誰も
がわかりやすく、使いやすい施設と
します。
・視覚障害者用誘導ブロックが高齢者
にとって支障とならないようにイン
ターホン等による誘導支援を検討し
ます。

・子育て世代が利用しやすいよう窓口
の近くにキッズスペース、授乳室や
オムツ替えスペースを配置します。

省エネ・省資源機能

・外断熱工法等の採用により、エネル
ギー消費量の削減を目指します。

・自然採光や自然通風換気等、自然エ
ネルギーを活用します。

・木材などの再生可能な資材を積極的
に利用します。

市民活動支援機能

　市民協働のまちづくりを推進するた
め、多機能多目的なスペースを設置す
ることにより、市民の活動や発表の場
を支援し、文化芸術の鑑賞・創造を推
進します。

大ホール
・多目的なホールを目指し、固定式客
席とします。

会議室等の共用利用
・庁舎会議室との共用利用ができる配
置とします。

・公民館事業の講座やふれあいセンタ
ー事業の講座などを統合し、会議室
や研修室を集約します。

市民利用スペース
・市民スペース空間を確保し、市民が
気軽に集い、安らげるよう、飲食ス
ペースや無料公衆無線 LAN、非常時
の充電設備を設けます。

富 良 野 市
新庁舎建設
基本計画（案）

の子どもたちへつなぐ庁舎人、まち、自然をつなぎ、次世代

　新庁舎建設のテーマ「人、まち、自然をつなぎ、次世
代の子どもたちへつなぐ庁舎」を受け、市民の生命と財
産を守る防災拠点機能の強化を念頭に、まちづくりの拠
点となるため次のとおり基本方針を設定します。

新庁舎建設の基本方針

(1) 防災拠点機能を発揮できる災害に強い庁舎 
　新庁舎は、防災・災害対応の拠点として、耐震性能を確

保した安心安全な災害に強い庁舎とします。 

(2) 市民が利用しやすい庁舎 
　新庁舎は、行政サービス提供の拠点として、分散化して

いる行政機能を集約し、市民の利便性に優れ、わかりやす

い開かれた庁舎とします。 

(3) 人や環境にやさしい庁舎 
　新庁舎は、バリアフリーやユニバーサルデザインの観点を
取り入れ、全ての人が利用しやすい庁舎とするとともに、省

エネ・省資源を取り入れた環境負荷の少ない庁舎とします。 

(4) 機能性・効率性・経済性を重視した庁舎 
　新庁舎は、多様化する行政需要に対応し、将来の変化に
柔軟に対応できる機能性と、維持補修や設備更新などがし

やすい管理運営上の効率性や、ランニングコストを抑えた

経済性を重視したシンプルで、スマートな庁舎とします。 

(5) 市民が気軽に訪れて親しみやすい庁舎 
　新庁舎は、文化会館機能と複合化することにより、市民
が気軽に訪れて集える場として、市民の活動を支援し、交

流や憩い、まちづくりを考える協働の場として、行政情報

や市民活動の情報を積極的に発信する庁舎とします。 

新庁舎の位置
　新庁舎の計画地は現庁舎敷地とします。なお、水害対策

として1 階床レベル等をかさ上げするなど建物の安全性を

確保します。

新庁舎の配置
　新庁舎の配置は、現庁舎を使いながら建設が可能な敷地
北側とし、計画地周辺への影響に配慮します。

　来庁者駐車場については、歩行者と車両動線の分離や利

用者の利便性に配慮した位置とします。

新庁舎の主な導入機能新庁舎の規模

新庁舎に配置する部署及び職員数 
　新庁舎に配置する部署は、現庁舎及び図書館、保健セン
ター、文化会館の配置部署を対象とします。

 【新庁舎に配置する対象部署と職員数】 
現在の配置施設 対象部署 職員数

現庁舎 全部署 169 人 

図書館 学校教育課、こども未来課 27 人

保健センター 福祉課、高齢福祉課 33 人

文化会館 市民協働課、社会教育課 15 人

合 計 244 人

※ 対象職員数は平成30 年10 月1日現在の数です。

新庁舎の面積 
　庁舎と文化会館の複合化により、重複する会議室やその
他の諸室を集約します。執務スペースの効率化を図るとと
もに、複合化する文化会館機能は、ふれあいセンターとの
施設間の連携及び事業の整理・統合することで、必要機能
の縮減を図ります。
　なお、文化会館機能の大ホールは600 席程度の客席を基
本に、必要面積の縮減を図ります。

【新庁舎の目標面積設定】
現面積

⇒

新庁舎面積
施設名 面 積

約 8,200 ㎡
現庁舎等 6,817 ㎡
現文化会館 3,550 ㎡
合 計 10,367 ㎡

駐車場の規模及び公用車台数 
　新庁舎における駐車場の規模は、現状の140台以上とし、
現文化会館解体後の跡地については、駐車スペースとして
の活用を予定します。 
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　新庁舎建設の主な財源として、公共施設等適正管理推進
事業債（市町村役場機能緊急保全事業及び集約化・複合化
事業）の活用を見込んでいるため、平成 32 年度中に建設
工事の着工をめざします。なお、供用開始は平成 34 年度
を想定します。
　新庁舎建設にあたっては、市民の意見を十分に反映する
必要があることから、パブリックコメントや市民説明会な
どの適切な市民参加手続きを図りながら進めていくことと
します。 

意
見　

　

富
良
野
市
庁
舎
建
設
の「
基

本
計
画
」
に
は
、
次
の
２
点

を
明
記
し
て
ほ
し
い
。

①
地
震
災
害
発
生
時
に
お
い

て
は
、
現
行
庁
舎
の
ま
ま

で
は
災
害
対
策
本
部
に
参

集
す
る
市
の
職
員
及
び
避

難
し
て
く
る
市
民
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
に
と
も
な

う
肺
が
ん
な
ど
の
健
康
被

害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
。

②
人
口
２
万
人
程
度
の
市
で

は
、
巨
額
の
新
庁
舎
建
設

費
用
を
圧
縮
す
る
た
め
に
、

市
民
会
館
の
「
大
ホ
ー
ル
」

と
「
議
会
の
議
場
」
の
兼

用
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

回
答

①
現
庁
舎
に
は
、
議
場
の
天

井
裏
に
吹
き
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
が
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
毎
年
度
、
専

門
業
者
に
よ
る
飛
散
状
況

の
確
認
を
行
い
、
経
過
を

観
察
し
て
い
ま
す
が
、
ご

意
見
の
と
お
り
、
地
震
災

害
発
生
に
よ
り
建
物
が
倒

壊
す
る
な
ど
の
被
害
を
受

け
た
場
合
は
、
基
準
値
を

超
え
る
飛
散
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

市
で
は
、
早
急
な
撤
去
が

必
要
と
考
え
、
今
回
の
新

庁
舎
へ
の
建
替
え
を
進
め

て
い
ま
す
。

②
新
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
今
後
の
人
口
減
少
社

会
に
対
応
す
る
た
め
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
機
能
的
な
施

設
が
求
め
ら
れ
、
必
要
諸

室
の
共
用
化
に
よ
り
規
模

の
縮
減
や
事
業
費
の
圧
縮

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

庁
舎
と
文
化
会
館
を
複

合
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

会
議
室
等
の
共
用
利
用
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
諸
室
に

よ
っ
て
は
専
門
性
が
求
め

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　

大
ホ
ー
ル
や
議
会
の
議

場
の
在
り
方
は
、
新
庁
舎

建
設
検
討
委
員
会
の
検
討

や
議
会
特
別
委
員
会
の
意

見
の
ほ
か
、
今
後
実
施
す

る
予
定
の
市
民
説
明
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

よ
り
、
広
く
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、
最
終
的
な
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

笑
財
政
課
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富
良
野
市
庁
舎
建
設
「
基
本
計
画
」
に
つ
い
て

　
（
2
月
19
日
受
付
）

意
見　

　

同
じ
内
容
を
数
年
お
き
に

投
稿
し
て
い
ま
す
が
、
２
月

26
日
と
27
日
の
図
書
館
は
、

駐
車
場
が
満
杯
で
停
め
る
所

が
な
い
状
態
で
し
た
。
こ
の

2
日
間
、
富
良
野
小
学
校
で

集
会
が
あ
り
、
そ
の
出
席
者

が
長
時
間
、
図
書
館
の
駐
車

場
を
利
用
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
学
校
が
招
集
し
た
集
ま

り
は
、
学
校
で
対
策
が
取
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
当
日

は
職
員
の
車
利
用
を
自
粛
す

る
と
か
、
市
の
他
の
駐
車
場

を
利
用
し
、
集
会
に
来
る
人

の
場
所
を
確
保
す
る
と
か
、

途
中
で
帰
ら
な
い
人
た
ち
の

車
を
詰
め
て
お
く
と
か
。
図

書
館
の
駐
車
場
を
利
用
す
る

な
ら
、
利
用
者
の
た
め
に
一

部
で
も
空
け
て
お
く
の
が
当

然
の
マ
ナ
ー
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

回
答　

　

こ
れ
ま
で
も
富
良
野
小
学

校
の
行
事
の
際
に
は
、
案
内

文
書
や
懇
談
会
で
図
書
館

駐
車
場
を
利
用
し
な
い
よ
う

周
知
を
図
り
、
教
職
員
の
自

家
用
車
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
へ

移
動
さ
せ
、
保
護
者
用
の
駐

車
場
を
確
保
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
周
知
方
法
に
メ

ー
ル
の
配
信
を
加
え
る
な
ど

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

体
育
館
前
の
駐
車
場
だ
け
で

な
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に
も

保
護
者
用
の
駐
車
場
を
確
保

い
た
し
ま
す
が
、
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
の
た
め
、
職
員
と

保
護
者
へ
徒
歩
で
の
出
勤
と

来
校
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

笑
学
校
教
育
課

　

拶
３
９
‐
２
３
２
０

空
い
て
い
る
の
に

利
用
で
き
な
い
図
書
館

　
（
2
月
27
日
受
付
）

現庁舎の議場と天井の状況（吹き付けアスベスト
は天井の裏側で囲い込み経過観察）

　市民の声

富 良 野 市
新庁舎建設
基本計画（案）

事業スケジュール

▼募集期間　

　４月１日（月）～４月２２日（月）

▼公表場所　

　行政情報コーナー（市役所 1 階ロビー）、山部・東

山支所窓口、文化会館ロビー、図書館ロビー、担

当課窓口、市ホームページ

▼提出方法

➊封書・ＦＡＸ・電子メールなどの書面（様式は

自由）、録音テープでお寄せください。

➋担当課窓口に直接提出（郵送可）、または意見箱

（公表場所に設置）へ投函してください。

➌意見を提出するときは、住所・氏名を記入して

ください。

▼提出先・問合先

　市総務部財政課　〒 076‐8555

　富良野市弥生町 1 番 1 号　　

　拶 39‐2306　鯖 23‐2120　

　死 za ise i -ka @city .furano.hokka ido . jp

パ ブ コ メリ ッ ク ン ト

（市民意見提出制度）

市民のみなさんの
意見を募集します。

富良野市新庁舎建設基本計画（案）

 意見募集
　新庁舎建設に向け、市民のみなさんに基本計画（案）

をお知らせし、ご意見をいただくため、次のとおり

市民説明会を開催します。

開 催 日 開始時間 会 場

4月 9日（火） 18：30 ～ 文化会館　大会議室

4月10日（水） 18：30 ～
山部福祉センター

大ホール

4月12日（金） 18：30 ～ 東山公民館　大ホール

4月16日（火） 15：30 ～
ふれあいセンター　

集会室

4月18日（木） 18：30 ～ 麓郷集落センター

※各会場とも開場は 30 分前です。所要時間は概ね１

時間程度を予定しています。

※各会場とも同じ内容になりますので、都合のよい

会場のいずれかご自由にご参加ください。

笑財政課　拶 39‐2306

市 民 説 明 会 市民のみなさんの
参加をお待ちしています。

富良野市新庁舎建設基本計画（案）

 市民説明会

Ｈ30年度Ｈ31年度Ｈ32年度Ｈ33年度Ｈ34年度Ｈ35年度

基本計画基本計画

基本設計基本設計

実施設計実施設計

建設工事建設工事

外構・解体工事等外構・解体工事等

市民説明会市民説明会
パブリックコメント（意見募集）パブリックコメント（意見募集）

供用開始供用開始

市民説明会市民説明会
パブリックコメント（意見募集）パブリックコメント（意見募集）

概算事業費及び財源
概算事業費
　道内の他の庁舎建設事例を参考に建設工事費単価を想定
し、新庁舎の面積 8,200 ㎡とした場合の概算事業費は次の
とおりです。
　今後の設計段階においても、さらなる縮減・効率化に努
めます。

概算事業費 58 億円

財源見通し
　概算事業費の財源は、公共施設等適正管理推進事業債（地
方債）の「市町村役場機能緊急保全事業」と「集約化・複合
化事業」の活用、庁舎等施設整備基金を予定しています。

地方債 51 億円

庁舎等施設整備基金 7 億円

　上記の地方債を活用することで、国の財政支援の地方交
付税措置があり、返済利息を含めた市の実質的な負担を次
のとおり見込んでいます。

国の財政支援（地方交付税） 20.1 億円

↓
実質的な市の負担 46.9 億円
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4 4 月 月 21 21 日（日）は　日（日）は　

富良野市議会議員 富良野市議会議員 選挙選挙ですです
笑選挙管理委員会　拶39‐2324

▼期日前投票
投票日に仕事、旅行、病気、住居移転、悪

天候などで投票に行けない方は、投票日前

に下記の期日前投票所で投票ができます。

場 所 期 間 時 間

市役所
4月15日（月）

～ 4月20日（土）
午前8時30分
～午後8時

山部支所
東山支所

4月16日（火）
～ 4月20日（土）

午前9時
～午後5時

期日前投票宣誓書　平成31年4月●日

フリガナ フラノ　ハナコ

氏　名 富良野　花子

生年月日 平成２年３月４日

↓表面と違う場合のみ記入してください。
住　所

１~６までの理由に該当する

数字ひとつに○をつけてください

１号 仕事等による場合
２号 旅行等による場合
３号 病気等による場合
６号 天災又は悪天候による場合
私は、富良野市議会議員選挙の執行当日、上記の事
由に該当する見込みです。上記の事実が相違ないこ
とを誓い、併せて投票用紙の交付を請求します。

※事由の「4号」「5号」は該当がないため
省略しています。

期
日
前
投
票
所
に
来
る
日
を
書
く

本
人
の
自
筆

あ
て
は
ま
る
も
の
に 

○
を
つ
け
る

「投票所入場券」裏面の
期日前投票宣誓書に
必要事項を記入し
期日前投票所で

早めに投票してください

書き方

▼選挙公報の配布方法変更
選挙公報は各町内会長の協力で各世帯に配
布していましたが、新聞折込で配布します。
また、選挙公報を市役所、山部支所、東山
支所、文化会館、保健センター、図書館、
ふれあいセンター、投票日当日は、各投票
所に備え置きします。なお、希望者には郵
送しますので連絡してください。

▼投票できる方
平成 13 年４月 22 日までに生まれた方で、本年１月13 日までに富良野市の

住民基本台帳に登録されていて、引き続き市内に住所のある方。ただし、投

票日前日（４月 20 日）までに他の市町村に転出された方は投票できません。

▼投票時間と投票所
時 間 投 票 所

午前7時～午後4時 八幡丘会館

午前7時～午後6時

御園会館、育良会館、布部会館、扇山公民会館、
鳥沼会館、布礼別集落センター、麓郷集落セン
ター、山部北星地区コミセン、山部南陽地区コ
ミセン、東山支所、西達布集落センター、老節
布会館

午前7時～午後8時
市役所、西地区コミセン、ふれあいセンター、
東春地区コミセン、南コミセン、東部児童セン
ター、北の峰コミセン、山部福祉センター

※平成18年以降投票所が合併になった地区（平沢、さくら、おもと、た
ちばな、つつじ、島ノ下）を対象に、投票日に公用車の運転業務を委託し、
旧投票所から現在の投票所まで車による移動支援を実施します。希望
の方は4月18日（木）までに選挙管理委員会へ電話で申し込みください。

▼不在者投票
身体に障がいのある方

身体に障がいがあり、投票所に行けない方は、自宅などで投票用
紙に記載し、郵送で投票することができます。対象となるのは、
身体障害者手帳、戦傷病者の手帳または介護保険の被保険者証の
交付を受けている方で、選挙管理委員会が発行した「郵便投票証
明書」を持っている方です。郵便投票証明書の交付を新たに受け
たい場合は、早めに選挙管理委員会に申請してください。

病院や施設にいる方
北海道の選挙管理委員会が指定した施設（北の峰病院、ふらの西
病院、協会病院、北の峯ハイツ、寿光園、老人保健施設ふらの）
の入院患者や入所者は、施設内で不在者投票ができます。 

他市町村に滞在している方
滞在中の市町村選挙管理委員会で投票します。早めに不在者投票
申請用紙を請求してください。希望される方は、選挙管理委員会
に投票用紙を請求してください。なお、請求期限は、平成31年4
月17日（水）必着で郵送により提出してください。

投票日当日までに満18歳になる方
選挙資格を有し、投票する時点で18歳になっていない方は、富
良野市役所で不在者投票ができます。

▼投票所入場券
・住民票に記載されている住所に郵送します。誤って配達された場

合には、選挙管理委員会まで連絡してください。
・投票所入場券は、投票用紙を受け取る際に必要になりますので、

投票所へ忘れずに持参してください。
・投票所入場券を紛失した場合は、投票日投票所の受付に申し出て

ください。

富
良
野
市
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
と
も
な
い
、
市

町
村
の
政
策
判
断
に
も
と
づ
き
、

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
利
率

を
条
例
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
災
害
援

護
資
金
の
償
還
方
法
に
月
賦
償

還
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
及
び
災

害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
あ
た

り
保
証
人
を
附
す
か
否
か
に
つ

い
て
も
条
例
で
定
め
ま
す
。

　

被
災
か
ら
の
生
活
再
建
と
い

う
意
義
を
鑑
み
、
保
証
人
を
立

て
な
い
場
合
も
貸
付
け
の
利
用

を
可
能
と
し
、
保
証
人
を
立
て

る
場
合
は
無
利
子
、
保
証
人
を

立
て
な
い
場
合
は
延
滞
の
場
合

を
除
き
貸
付
利
率
を
年
１
・
５

％
へ
改
正
し
、
償
還
方
法
に
月

賦
償
還
を
追
加
し
ま
す
。

　

保
証
人
を
立
て
な
い
場
合
も

貸
付
け
の
利
用
が
可
能
に
な
る

こ
と
や
償
還
方
法
の
選
択
肢
も

増
え
る
な
ど
、
貸
付
け
利
用
の

条
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

３
月
28
日

（木）
〜
４
月
16
日

（火）

▼
提
出
先
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
部
福
祉
課

　

〒
0
7
6
‐
０
０
１
８

　

富
良
野
市
弥
生
町
1
番
３
号

　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

　

鯖
２
３
‐
２
２
２
２

　

死fu
ku
sh
ika@

city.
fu
ran
o
.h
o
kkaid

o
.jp

第
２
次
富
良
野
市
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
に
つ

い
て

　

現
在
の
富
良
野
市
男
女
共
同

参
画
推
進
計
画
は
、
平
成
30
年

度
が
10
カ
年
計
画
の
最
終
年
度

で
す
。
未
だ
に
性
別
に
よ
る
役

割
分
担
意
識
や
、
慣
行
な
ど
が

残
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
男
女

共
同
参
画
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
第

2
次
富
良
野
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で

す
。

　

男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
意

思
に
も
と
づ
き
、
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
社
会
を
め
ざ

し
、
平
成
31
年
度
か
ら
10
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
、
第
2
次

富
良
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

３
月
28
日

（木）
〜
４
月
16
日

（火）

▼
提
出
先
・
問
合
先

　

市
民
生
活
部
市
民
協
働
課

　

〒
0
7
6
‐
０
０
１
８

　

富
良
野
市
弥
生
町
1
番
２
号

　

拶
３
９
‐
２
3
１
１

　

鯖
３
９
‐
２
３
３
０

　

死shim
in
kyou

dou-ka@
city.furano.ho

kkaido.jp
富
良
野
市
情
報
共
有
と
市

民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
市
税
の
条
例
改
正

な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
市

民
参
加
手
続
き
の
対
象
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
標
準
税
率
を
超

え
な
い
市
税
条
例
の
改
正
に
つ

い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

意
見
を
い
た
だ
い
て
も
意
見
反

映
の
余
地
が
な
い
こ
と
か
ら
、

市
民
参
加
手
続（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）か
ら
除
外
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

▼
募
集
期
間

　

３
月
28
日

（木）
〜
４
月
16
日

（火）

▼
提
出
先
・
問
合
先

　

市
民
生
活
部
市
民
協
働
課

　

〒
0
7
6
‐
０
０
１
８

　

富
良
野
市
弥
生
町
1
番
２
号

　

拶
３
９
‐
２
3
１
１

　

鯖
３
９
‐
２
３
３
０

　

死shim
in
kyou

dou-ka@
city.furano.ho

kkaido.jp

公
表
場
所
と
提
出
方
法

▼
公
表
場
所

　

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

1
階
ロ
ビ
ー
）、
山
部
・
東
山

支
所
窓
口
、文
化
会
館
ロ
ビ
ー
、

図
書
館
ロ
ビ
ー
、
担
当
課
窓

口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
で
き
る
方

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
方

②
市
内
で
働
い
て
い
る
方

③
市
内
で
学
ん
で
い
る
方

④
市
内
に
事
業
所
が
あ
る　
　

法
人
や
そ
の
他
の
団
体

▼
提
出
方
法

①
封
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
な
ど
の
書
面
（
様
式
は
自

由
）、
録
音
テ
ー
プ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

②
担
当
課
窓
口
に
直
接
提
出（
郵

送
可
）、
ま
た
は
意
見
箱
（
公

表
場
所
に
設
置
）
へ
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

③
意
見
を
提
出
す
る
と
き
は
、

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

パブリックコメント 実施結果

案 件 名 募集期間
提出
意見数

担当課

富良野市森林整備計

画の策定について
１月 28 日～ 2 月 27 日 0 件

農林課

拶 39-2309第３次富良野市農業

及び農村基本計画の

策定について

2 月14 日～ 3 月 6 日 0 件

パ ブ コ メリ ッ ク ン ト（市民意見提出制度）
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深
刻
化
す
る
医
師
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
旭
川
医
科
大
学
、
富

良
野
協
会
病
院
と
の
三
者
で
地
域

医
療
を
担
う
医
師
の
養
成
・
確
保

に
向
け
た
連
携
協
定
を
締
結
し
、

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
貸
付
制
度
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
12

名
の
医
学
生
が
利
用
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
４
名
が
卒
業
後
に
富
良

野
協
会
病
院
で
初
期
研
修
医
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
期
間
中
は
、
毎
年
、

富
良
野
協
会
病
院
で
地
域
貢
献
実

習
を
行
い
、
病
院
で
の
実
習
の
ほ

か
、
住
民
を
対
象
と
し
た
健
康
教

室
の
講
師
も
務
め
、
地
域
住
民
と

の
交
流
の
中
で
、
地
域
医
療
を
担

う
医
師
の
役
割
を
学
ん
で
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
も
次
の
と
お
り
貸

付
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
旭
川

医
大
医
学
生
に
知
り
合
い
が
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
勧
め

て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

富良野市医師養成確保修学資金の概要

貸付金額 月額５万円

貸付期間 貸付決定の月から大学を卒業する月まで

返還免除
卒業後に市内の医療機関で、一定期間
臨床研修を受けることを条件に返還を
免除しています。

募集人員
第１学年　　　　２人
第２～５学年　各１人

申込期限 ５月10日（金）まで

申込み・
問合せ 保健医療課　拶 39-2200

４
月
１
日
か
ら
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
拡
充
し
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
診
療
分
（
４
月
１
日
）

か
ら
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」「
ひ
と
り

親
等
医
療
費
助
成
」「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
」
の
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

■
子
ど
も
医
療
費
助
成

　

中
学
生
ま
で
の
入
院
に
か
か
る
医
療
費

を
無
償
化
し
ま
す
。

●
小
・
中
学
生
は
道
内
の
医
療
機
関
に
入

院
さ
れ
る
場
合
は
、「
受
給
者
証
の
交

付
手
続
き
」
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
の

「
健
康
保
険
証
」と「
印
鑑
」を
持
参
し
、

市
役
所
3
番
窓
口
・
各
支
所
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
道
外
の
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ
た
場
合

は
、「
医
療
費
の
払
い
戻
し
手
続
き
」

が
必
要
で
す
。
子
ど
も
の
「
健
康
保
険

証
」「
領
収
書
原
本
」「
申
請
者
名
義
の

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
」を
持
参
し
、

市
役
所
3
番
窓
口
・
各
支
所
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
８
月
以
降
に
小
学
生
入
院

（
課
税
世
帯
）
で
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
た
方
へ
、
４
月
１
日
以
降
に
使
っ

て
い
た
だ
く
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送

し
ま
す
（
非
課
税
世
帯
の
方
で
、「
自

己
負
担
な
し
」
の
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
）。

※
小
学
校
入
学
前
の
乳
幼
児
等
医
療
費
受

給
者
証
は
、
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

■
ひ
と
り
親
等
医
療
費
助
成
・
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成

　

同
様
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

※
課
税
世
帯
の
小
・
中
学
生
は
４
月
１
日

以
降
に
使
っ
て
い
た
だ
く
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す
（
非
課
税
世
帯
の
方
で
、

「
自
己
負
担
な
し
」
の
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
）。

旭
川
医
大
医
学
生
へ
の

旭
川
医
大
医
学
生
へ
の

修
学
資
金
貸
付
者
を
募
集
し
ま
す

修
学
資
金
貸
付
者
を
募
集
し
ま
す

年 齢 ０歳～
小学校入学前 小学生 中学生

助成の範囲 入院・通院 入院のみ 入院のみ

所得制限
超過

無料

無料
※3/31までは３割負担

無料
※3/31までは３割負担

住民税
課税世帯

無料
※3/31までは１割負担
（月額上限あり）

住民税
非課税世帯 無料

所得制限 なし
なし
※3/31までは「あり」
（児童手当に準拠）

なし
※3/31までは該当なし

笑
市
民
課

　

拶
３
９
‐
２
３
１
０

笑笑
保
健
医
療
課

保
健
医
療
課

　　

拶拶
３
９
‐
２
２
０
０

３
９
‐
２
２
０
０

5月10日ま
で

富
良
野
市
合
同
墓

富
良
野
市
合
同
墓

４
月
か
ら
利
用
申
請
受
付

４
月
か
ら
利
用
申
請
受
付

笑笑
市
民
協
働
課

市
民
協
働
課

　　

拶拶
３
９
‐
２
３
１
１

３
９
‐
２
３
１
１

富良野市合同墓の概要と申請方法

所在地 富良野市北扇山３　
（富良野墓地Ｃ地区内）

収容体数 1,500 体

使用料金 焼骨１体につき　17,000 円

利用条件

①市営墓地を未利用の方は、申請者ま
たは埋蔵される親族が、現在、また
は過去に富良野市内に住所または本
籍があった場合に利用できます。

②市営一般墓地の使用許可を受けてい
る方は、一般墓地を返還し、原状回
復（更地に戻すこと）をした後、焼
骨を合同墓に改葬します。

申請に必
要な書類
など

①申請者の身分証明書
免許証、住基カード、マイナンバー
カード（写真付）、健康保険証など

②申請者の印鑑
③埋火葬証明書または改葬許可書
④使用料金（17,000 円）
※市営墓地を未利用の方は、戸籍謄本、
住民票、除籍謄本、附票などが必要
になる場合があります。

申請場所 市民協働課（文化会館内）

受付時間 月～金曜日の午前 9時から午後 4時
※祝日、年末年始を除く

　

合
同
墓
は
、
お
墓
が
な
い
人
、
お
墓
が

あ
っ
て
も
引
き
継
ぐ
人
が
い
な
い
人
な

ど
、
富
良
野
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
が
利

用
で
き
る
合
同
の
お
墓
で
す
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
骨
つ
ぼ
か
ら
焼

骨
の
み
を
取
り
出
し
合
同
墓
に
納
め
る
た

め
、
納
骨
し
た
焼
骨
は
、
お
返
し
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
親
族
で
よ
く
相
談
し

て
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
生

前
の
利
用
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

利
用
す
る
に
は
、
事
前
に
手
続
き
が
必

要
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
民
協
働
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら

子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

種 別 対象者 助成回数 助成金額

ロタウイルス１価ワクチン 生後６週から 24 週まで ２回 １回につき 7,500 円

ロタウイルス５価ワクチン 生後６週から 32 週まで ３回 １回につき 5,000 円

おたふくかぜワクチン １歳以上７歳未満の者
（小学校就学前の 3月 31 日まで）

２回 １回につき 3,500 円

インフルエンザワクチン 生後６カ月から小学生まで ２回 １回につき 1,000 円

インフルエンザワクチン 中学３年生・高校３年生 １回 １回につき 1,000 円

　

予
防
接
種
に
は
定
期
予
防
接
種
と
任
意
予
防

接
種
が
あ
り
ま
す
。
定
期
予
防
接
種
は
対
象
年

齢
に
な
る
と
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
が
、
任
意

予
防
接
種
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
拡
大
と
、
感
染
症

の
予
防
対
策
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
任
意
予

防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
４
月
１
日
か
ら
実

施
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

①
予
防
接
種
を
実
施
す
る
医
療
機
関
に
「
任

意
予
防
接
種
費
用
助
成
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
医
療
機
関

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
接
種
終
了
後
、
接
種
費
用
か
ら
助
成
額
を
差

し
引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
必
ず
母
子
手
帳
を
持
参
し
、
接
種
記
録
を

記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
富
良
野
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場

合
は
、
予
防
接
種
費
用
の
領
収
書
（
原
本

ま
た
は
写
し
）、
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
持

参
し
、
保
健
医
療
課
窓
口
（
保
健
セ
ン
タ

ー
１
階
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
富
良
野
協
会
病
院
、
ふ
ら
の
西

病
院
、
い
ん
や
く
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

予
約
を
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
実

施
医
療
機
関
は
、
広
報
10
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

笑笑
保
健
医
療
課

保
健
医
療
課

　　

拶拶
３
９
‐
２
２
０
０

３
９
‐
２
２
０
０

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成 

は 

子
ど
も
医
療
費
助
成 

に
変
わ
り
ま
す
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みんなの力と知恵で

共に学びあう

　　 成２８年春にスタートした「ふらのみらいらぼ」。人と人が出

　　 会い、年齢や立場を越えてつながり、自分たちが生活する

地域を、楽しみながら作ることを目的に活動しています。

　平成３１年度は下記の４つのプログラムを実施します。参加され

るみなさんでアイデアを出し合い、自ら実践し、多世代でワーク

ショップを行っていきます。現在、参加登録を受け付けています

ので、ぜひ、登録をお願いします。各ワークショップ・イベント

は、子どもからシニア世代の方まで、誰でも参加できます（未

就学児は保護者同伴）。

平成３１年度のプログラム

ふらのみらいらぼ２０１９
始まります！
参加登録　年間２００円

※一部材料費がかかる場合あり

　　　　
森・ひと・アート　

　　　　 緑 の
みどり

 縁 プロジェクト
えん

　富良野市の面積の約７割が森です。知っ
ていますか？森の成り立ち、ふしぎ、楽し
さ…。その森に分け入り、ひらめきや感動
を写真や絵画などで表現してみましょう。

　■定員３０人　　■年約８回実施

　　　見て、作って、食べて
　　　　　美味しいを探そう
　老若男女が一緒に料理を作り、食卓を
囲みます。生きることの中心にある「食」
をきっかけに、多世代で「まぜて、まな
ぶ」ワークショップです。

　　　■定員２０人　■年約３回実施

はたらく人になって
　　　　２０１９　
ＩＣＴエンジニア
　富良野市にある「しごと」を知るきっ
かけとして「ＩＣＴエンジニア」に挑戦。
論理的思考とコミュニケーション力を育
むというプログラミングと、簡単な電子
工作に取り組みます。

　　　■定員１０人　■年約２回実施

鰹問 社会教育課　拶３９‐２３１８

鰹問 ふらのみらいらぼ事務局
　（暮しステーション内
　　　　　末広町１８番５号）
　　　　　　　拶23‐4000

平

合言葉は合言葉は　ままぜて、ぜて、ままなぶなぶ

申込／問合せ　

ふらのみらいらぼ事務局

　（暮しステーション内　末広町１８番５号）

　拶23‐4000 　死kurashi@agate.plala.or.jp

　 ※電話での問い合わせは、午前11時から

        午後６時までにお願いします。

※上記４つのプログラムに参加希望の方は、

　参加登録をお願いします。

プログラム

プログラム

プログラム

プログラム

合合言言葉葉はは ままぜぜてて、、ままななぶぶ合言葉は　ままぜて、ぜて、ままなぶなぶ

　　　サウンズ＆ムービーズ
　　　　　　ふらのを伝える
　「ふらのを飛ばそう！」というアイデア
から生まれたラジオ番組制作ワークショッ
プ。コミュニティＦＭラジオふらのを通し
て、私たちの「ふらの」を発信します。

　　　■定員１０人　■年約３回実施

参加者募集

平成３１年度富良野市委託事業
まち・ひと・しごと創生総合戦略事業
ふらのまちづくり未来ラボ推進事業

1199 FFuurraannoo 22001199--44

昨年度は４つのプログラムを通して全１３回のワーク

ショップを開催し、参加者から次のような声が寄せられま

した。

麻・まち・アート 
白い服プロジェクト

《内容》
　手縫いから始めるアート・パフォーマンス。昔、
富良野の東側には大きな亜麻工場があり、麻布の
原料となる亜麻繊維を取り出す作業が行われ、大
そう賑わっていたそうです。しかし、化学繊維が
多く流通するようになって衰退し、跡地に「麻町」
という地名だけが残ったとのこと。この歴史を紐
解きながら、服作りの「いろは」を学び、爽やか
な白い麻布を使って、自分の服を手縫いで制作。
更に、その過程を写真で切り取り作品に仕上げま
した。

《参加者の声》

Ｑ どんなことが楽しかったですか？ 
Ａ 亜麻についてのお話も興味深かった その後の
　 白い服のデザインを考えるのも楽しかった

(４０代女性)
Ａ 新しく知れたことがたくさんあった（高３女性）
Ａ 若さをもらった（８０代男性）

Ｑ 感想を教えてください
Ａ 撮影を通して色々なことを学んでこれからの部
　 活にいかしたい（高２女性）
Ａ 地域活性化のためにアートを取り入れている所
 　がとてもいいなと思いました（高１女性）

見て、作って、食べて
美味しいを探そう

《内容》
　富良野産の野菜など豊富な食材を集めて、今年
度もたくさんの美味しいを探してきました。ワー
クショップでは、農家さんの採れたて富良野野菜
を使ったメニューや、国境を越えて中国の家庭料
理メニューにチャレンジ。幼稚園児から７０代まで、
みんなで囲む食卓は、達成感と満腹感で、笑顔が
いっぱい。美味しいものはいろんなところにあり
ました。

《参加者の声》

Ｑ 感想を教えてください 
Ａ スープと麻婆豆腐が辛かった（小３男性）
Ａ 子どもが、親以外の大人や友だちと関わりなが 
ら活動できるのが良い（３０代男性）　　　　　  

平成３０年度実施プログラム

参 加 者 の声声

はたらく人になって２０１８
ＩＣＴエンジニア

《内容》
　情報社会に欠かせないプログラミングの技術を、
子どもも大人も一から学ぶプログラム。恒例のU-
１６プログラミング・コンテスト出場に加え、８月
には石狩市のさくらインターネット㈱データセン
ターを見学しました。企業や個人の大切なデータ
を守る所で、厳重なセキュリティチェックの先に
は、整然と並ぶ巨大なサーバー群。規模の大きさ
や空調システムの工夫と進化、小型化したスー
パーコンピューターに参加者は驚きの様子でした。

《参加者の声》

Ｑ どんなことが楽しかったですか？ 
Ａ 学校で学んでいるものがどのように使われてい
　 るかを実際に見ることができた（高２男性)
Ａ とてもすごかったけれどむずかしくてわからな
　 いことがあった（小５男性)

Ｑ 感想を教えてください。
Ａ 大昔と様変わりが大きく浦島太郎の気分

(７０代男性)
Ａ もっとデータセンターについて調べたい

(小５女性)

サウンズ＆ムービーズ
ふらのを伝える

《内容》
　何気なく耳にしている風の音や鳥の声、元気な
声や優しい声、いろいろな音や声をラジオ番組に
するプログラム。７月には歌声サークルと少年少
女合唱団のメンバーなどが、声楽家とピアニスト
を講師に迎えて一緒に歌うワークショップを開催。
現場の様子を録音、感想などを加えて６０分のラジ
オ番組も制作しました。会場には美しいメロディ
が響き渡り、臨場感あふれる富良野ならではの
清々しいラジオ放送となりました。

《参加者の声》

Ｑ どんなことが楽しかったですか？ 
Ａ わからないところがいっぱいあったけど、とな
　 りのおとうさんのこえがきこえてきてうれしか
　 ったです（小１女性)
Ａ いくつになっても声を出すことは素晴らしい

(７０代女性)
Ａ 心の交流があったことが大きな喜び  ステキな
　 空間と時間が楽しめたこと！（７０代女性)

＜活動の様子＞
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注目の本！

　できないことは「でき
ない」と言う、面白いと
思ったことしかやらな
い ―。伝説の北海道
ローカル番組「水曜どう
でしょう」の名物ディレ
クター２人が、やりたい
ことで結果を出すため
の「自分勝手」な思考法
を語る。

仕事論
藤村 忠寿 ・ 嬉野 雅道  

ＢＯＯＫＳ

開館時間　

 《火・木・金曜日》　
　午前１０時～午後６時

 《水曜日》
　午前１０時～午後７時

 《土・日曜日》
　午前９時～午後５時

４月の休館日

　・毎週月曜日

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書NEW

洋食 小川 / 小川 糸

うちのレシピ / 瀧羽 麻子

ザ・ウォール / 堂場 瞬一

児童書 NEW

おなら くん 
/ ゾーイ・フォスター・ブレイク

でこぼこホットケーキ 
/ 川副 真佑実

ねこの ３つのねがいごと
/ ケナード・パーク

展示・イベント

【２階多目的ホール】

　おはなし会　　　　　 　４月１３日鰹土 　午前１０時３０分

　英語のおはなし会　　　 ４月２０日鰹土 　午前１０時３０分

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　 　毎週水曜日　午後３時

平成３１年度の開館日について
　月曜日が祝日の場合、翌日は振替休館日になりますが、
平成３１年度も開館します。また、毎週水曜日は午後７時
まで開館します。いずれも来年３月までの試行です。

　中富良野　

フラワーパークと森林公園
　四季折々の花が彩るフラ
ワーパークと森林公園は、
自然を身近に感じる憩いの
場所として親しまれていま
す。心地よい陽気に包まれ、
いよいよ花の季節が始まる
春。町木こぶしと桜が咲く
園内を散策しながら春を感じてみませ
んか。

鰹問 中富良野町産業建設課　拶４４‐２１２３

　南富良野　

金山ダムサイト公園
　金山から車で５分
ほどのところにある
金山ダムサイト公園
は、約２６０本の桜の木
が５月上旬に見ごろ
を迎え、運が良ければ大迫力のダムの放
水風景も見ることができます。また、幾
寅方面へトンネルを抜けたところにあ
る金山ダム展望台は、ダムと湖と緑豊か
な木々を一度に眺めることができる貴
重なスポットです。

鰹問 南富良野町企画課商工観光係　拶５２‐２１１５

　占冠　
 　道の駅  自然体感しむかっぷ
　道東自動車道占冠ＩＣから約1kmの位
置にある道の駅「自然体感しむかっぷ」。
館内には飲食店やお土
産品店が並び、地元の
季節の野菜も販売され
ます。ドライブの際に
はぜひ道の駅「自然体
感しむかっぷ」にお立
ち寄りください。

鰹問 占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０

　上富良野　
フラワーランドかみふらの  桜の森
　バス駐車場横の小
路を進むと、小高い
丘に広がる桜の森が
見えてきます。桜は
４万㎡の敷地に約３０
０本あり、平成４年
の開園時に植えられました。５月上旬が
見ごろで、天気が良ければ十勝岳連峰も
一緒に望めるお花見スポットです。

ところ　フラワーランドかみふらの
入場料　無料

鰹問 フラワーランドかみふらの　拶４５‐９４８０

　富良野　
 　リニューアル　ふらのワイン
　日常のさまざまなシーンで気軽に楽
しんでいただけるよう、果実味をより感
じられる味わいに仕上げ、ラベルも一新。
４月上旬の出荷分から順次、リニューア
ル商品に切り替えていきますので、ぜひ、
ご賞味ください。

リニューアル商品　
ふらのワイン赤
ふらのワイン白
ふらのワインロゼ

鰹問 ワイン工場　拶２２‐３２４２

春のイチオシ４月のテーマ

ちょっくら

となりまち
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池上 結心池上  結  心 さんさん    (４カ月)(４カ月) 山部北町　山部北町

ゆう しゆう しんん

　　

　平成31年第１回富良野広域連合議会定例会が２月18
日に開催され、連合長から行政執行方針が述べられた
ほか、補正予算案及び新年度予算案、条例改正２件、
報告１件が原案のとおり可決されました。また、広域
計画審査特別委員会から閉会中の継続審査となった「富
良野広域連合広域計画について」報告があり、審議の結
果「原案のとおり可決すべきもの」と決定しました。
●平成30年度 一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ4,555万5千円を減額
《歳入》
市町村負担金3,854万1千円減額、使用料及び手数料（農
林業使用料ほか）466万3千円追加、財産収入（乾草売
払収入ほか）85万2千円追加、諸収入（雑入ほか）93
万4千円追加、連合債（消防水利施設整備事業債ほか）
300万円減額、国庫支出金（農地災害復旧事業費補助
金）1,046万3千円減額

《歳出》
議会費（議会費）83万7千円減額、総務費（総務管理費）
155万7千円減額、（監査委員費）50万円減額、衛生費（清
掃費）610万円減額、農林業費（農業費）558万9千円
減額、消防費（消防本部費）47万7千円減額、（常備消
防費）290万円減額、（非常備消防費）213万7千円減額、
（消防施設費）797万9千円減額、教育費（保健体育費）
689万6千円減額、災害復旧費（農林業施設災害復旧費）
1,058万3千円減額

●条例改正　「消防団員の定員、任免、服務等に関する
条例の一部を改正する条例」、「広域連合職員の特殊
勤務手当に関する条例の一部を改正する条例」

●報告第１号　専決処分報告について（市町村総合事務
組合規約の制定並びに廃止について）

●その他会議に付した案件　監査委員報告例月出納検
査結果報告（平成30年9月～ 12月分）、平成30年度定
期監査報告

平成 31年第１回　富良野広域連合議会定例会報告

平成31年度 富良野広域連合一般会計予算概要
　　　　　　　（単位：千円）

歳入区分 金　額 歳出区分 金　額

分担金及び負担金 1,940,973 議会費 3,143

使用料及び手数料 36,166 総務費 55,518

財産収入 3,210 衛生費 251,059

寄附金 1 農林業費 72,391

繰越金 1 消防費 1,336,685

諸収入 223,860 教育費 444,867

連合債 64,400 災害復旧費 9,726

国庫支出金 14,807 公債費 107,029

予備費 3,000

歳入合計 2,283,418 歳出合計 2,283,418

笑富良野広域連合　拶39-1221

お姉ちゃん大好き仲良し姉お姉ちゃん大好き仲良し姉弟弟

右か右からら

橋場 桃鶴橋場  桃  鶴 さんさん    ((３歳３歳))　北の峰町北の峰町

もも かか

景乃将　　  景  乃  将 さんさん    ((１歳１歳))　
けい の すけい の すけけ

お子さんの写真を募集しています！

応募は、虚住所許氏名距電話番号鋸お子さん

の名前（ふりがな）と年齢漁簡単なコメント

を添えて、持参・郵送・メールのいずれかの

方法で「広報ふらの」までお寄せください。▲

メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp

▲

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

毎日元気いっぱいだ毎日元気いっぱいだよよ
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ズームアップ

まちのできごと

▼美しい歌声響き渡る
ふらの少年少女合唱団リトルコンサート　３月２日鰹土 

学１年生から６年生で活動している、ふらの

少年少女合唱団のリトルコンサートが、文化

会館で開催されました。「気球にのってどこまで

も」や「カントリーロード」など全９曲を、団員

２０人がソプラノとテナーに分かれ、深みと響きの

ある美声を披露し、拍手喝さいを受けました。また、

このコンサートで卒団する６年生７人に、在団生

から花束が贈られ、別れを惜しみました。

小

▼１１種類のクラフトビールが結集
フラノクラフト２０１９　３月９日鰹土 ・１０日鰹日 

良野地域で生産された「ホップ」を使って醸

造されたクラフトビールを味わうイベントが、

マルシェ２タマリーバで初めて開催されました。

会場では１１種類のクラフトビールが振る舞われ、

市内外から訪れた多くの来場者が、顔を赤らめな

がら飲み比べていました。ステージでは歌やダン

スが披露されたほか、売上げの一部は東日本大震

災の被災地に寄付が予定されています。

富

域の特性を生かした地域経済をけん引する事

業を展開し、経済的波及効果が期待される企業

を選定する、「地域未来牽引企業」（経済産業省選定）

にオサダ農機㈱が選ばれました。今年度は全国から

1,543社（北海道は38社）が選ばれ、富良野圏域で

は初めての選定。代表取締役の鎌田和晃さんは

「キャベツの収穫機は今までになかったもので、ま

だ進化の途中。手収穫の負担を軽減し、労働力不足

の農業に貢献したい」と力強く語りました。

地

▼地域をけん引する魅力ある企業
地域未来牽引企業
オサダ農機㈱選定報告　　 　　　　　 ２月１９日鰹火 

▼東山のプレミアム南瓜「最優秀賞」
道北ビジネスプランコンテスト2018
鎌田ファーム 鎌田敦美さん受賞報告  　２月１９日鰹火 

産業創出を促進する「道北ビジネスプランコン

テスト２０１８」（道北６市３町主催2月2日開催）で、

鎌田ファーム（東山）の鎌田敦美さんが最優秀賞と来

場者賞に選ばれました。美味しさを検査する「おいし

果」を使い、特別ホクホクする南瓜を２玉入りの「プ

レミアム南瓜」として販売。南瓜のブランド化で東山

地域を活性化したいとの発表が評価されました。鎌田

さんは「来場者賞にも選ばれてうれしい、今シーズン

からの販売をめざしたい」と喜びを語りました。

新
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ズームアップ

まちのできごと

ま ち の で き ご と
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北海道産業貢献賞
　 農業関係功労者

成９年４月に富良野市農業委員に当選
して以来、２１年もの永きにわたり、農

用地の利用調整及び農政活動を通じて、農業
生産力の増進と農業経営の合理化に努めら
れました。また、平成１８年４月からは同会長
職務代理として、平成21年４月から同会長
として、農地法の適正な執行はもとより、農
地のあっせん及び農業経営基盤強化法にも
とづく権利移動などに尽力され、これらの功
績が認められ、受賞されました。

平

　　 東谷   正 さん（６６歳）
ひがしたに ただし

北海道産業貢献賞
　 農業関係功労者

成元年４月に富良野地区農業共済組合
の獣医師として奉職し、酪農畜産経営

の専業化や家畜衛生対策指導などに尽力さ
れました。この間、富良野圏域の口蹄疫など
家畜伝染病侵入防止対策や自衛防疫組合活
動の推進、さらには公共串内牧場における放
牧衛生管理技術の確立に取り組むとともに、
ヨーネ病などの家畜伝染病の防疫に寄与さ
れるなど、これらの功績が認められ受賞され
ました。

平

　　 渡  邉  雅彦さん（６３歳）

わた なべ

北海道指導農業士
　

郷地区で畑作（秋小麦・てん菜・ビー
ル大麦）と養豚を主体に営農し、富良

野養豚部会において、自らの飼育管理技術を
磨くとともに、部会内における安全・安心な
豚肉の生産を振興し、産地評価の向上に大き
く貢献されました。また、修学旅行生や小学
生の農作業体験研修の受入れを通して、次代
を担う青少年への農業理解を深める活動に
尽力されるなど、これらの功績が認められ認
定されました。

麓

　　鈴木  雅  人 さん（４５歳）
まさ と

尿病患者をはじめ、その家族や住民向けの医療

講演会が、北海道社会事業協会富良野病院主催

で行われ、約２０人が糖尿病の知識や理解を深めまし

た。講師を務めた薬剤師の笹原孝幸さんは、血糖値

をコントロールする内服薬の種類や副作用、注射で

血糖値を下げるインスリン療法などについて説明

し、「薬の用量用法を守って、血糖値を意識した生

活を送ってほしい。周囲の人は患者を励ましながら、

通院の継続を促してほしい」と話していました。

糖

▼糖尿病の知識や理解を深める
第９０回糖尿病教室 医療講演会　３月１９日鰹火 
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。
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う
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す
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付
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付
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要

虚
現
に
居
住
し
て
い
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自
己
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有
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そ
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場
合
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む
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金
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工
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（
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の
表
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漁
耐
震
改
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助
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利
用
す
る

場
合
は
、
耐
震
改
修
計
画
の
策
定

※
こ
の
助
成
制
度
は
、
同
一
住

宅
に
対
し
１
回
限
り
で
す
（
前

回
交
付
よ
り
５
カ
年
経
過
し
た

住
宅
は
除
く
）。

鞄
市
内
登
録
業
者
を
随
時
受
け

付
け
し
ま
す

　
登
録
に
は
施
工
実
績
を
確
認

す
る
ほ
か
、
次
の
条
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

虚
市
内
に
事
業
所
、
ま
た
は
営

業
所
が
あ
る
こ
と
　
許
国
税
、
ま

た
は
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

固
定
資
産
の
縦
覧

　
お
持
ち
の
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
価
格
が
他
と
比
較
し

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
市

内
で
課
税
さ
れ
て
い
る
す
べ
て

の
土
地
・
家
屋
の
価
格
、
面
積

な
ど
が
記
載
）」で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
対
象
者
　
固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）
の
納
税
者
で
す
。

本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

縦
覧
場
所
／
期
間
　

鞄
市
役
所
１
階
７
番
窓
口

４
月
１
日
鰹月 
～
５
月
　
日
鰹金 
ま
で

３１

（
平
日
の
み
）

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

鞄
山
部
・
東
山
支
所
出
張
縦
覧

４
月
　
日
鰹木 
（
山
部
支
所
　
午

１１

前
９
時
～
正
午
、
東
山
支
所
　

午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分
）

３０

３０

鰹問 
税
務
課
拶
３
９
‐
２
３
０
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

林
地
台
帳
制
度
が
　

　
  ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
平
成
　
年
５
月
の
森
林
法
の

２８

一
部
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

林
地
台
帳
制
度
が
、
４
月
か
ら

運
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
林
地

台
帳
は
、
森
林
の
土
地
の
所
有

４月号

Ｑ．植木鉢やプランターの土は、
　　何ごみですか？

Ａ　無色透明袋に入れて、灰の日
　　に出してください。

Ｑ．水銀式の体温計は、何ごみで
　　すか？

Ａ   水銀が漏れないように、ケー
　　スや袋に入れて密封し、最寄
　　りの公共施設や電気店などに
　　設置してある乾電池回収ボッ
　　クスに入れてください。

Ｑ．ペット用の砂やシートは、
　　何ごみですか？

Ａ　衛生用品になります。他のご
　　みと混ぜないように出してく
　　ださい。

Ｑ．貝殻は、何ごみですか？

Ａ　食用に購入した貝殻は生ごみ
　　になります。袋が破れるおそ
　　れがあるときは、新聞紙で包
　　んで出してください。鑑賞用・
　　装飾用は、額縁などを固形燃
　　料へ、貝殻を無色透明袋に入
　　れて、灰の日に出してください。

Ｑ＆Ａ

今月
の

ご み

 く
ら
し

補助金額工事金額
１０万円　５０万円以上～１００万円未満
２０万円  １００万円以上～３００万円未満

３０万円  ３００万円以上

補助金額工事金額
２０万円 ２００万円未満

３０万円 ２００万円以上

【住宅耐震改修工事】※昭和５６年５
月３１日以前に着工した住宅に限る

【住宅リフォーム工事】

※浄化槽の設置は２０万円

※解体工事は２０万円

者
や
林
地
の
境
界
に
関
す
る
情

報
な
ど
を
市
町
村
が
整
備
し
、

公
表
す
る
も
の
で
す
。

　
申
請
に
よ
り
、
林
地
台
帳
及

び
地
図
の
閲
覧
（
所
有
者
情
報

除
く
）
が
で
き
ま
す
（
閲
覧
の

写
し
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
費
用
が
か
か
り
ま
す
）。

　
所
有
者
、
ま
た
は
森
林
経
営

計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
申
出
に
よ
り
所
有
者
情
報

を
含
む
情
報
提
供
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
林
地
台
帳
及
び
地
図

は
、
森
林
の
土
地
の
権
利
や
所

有
の
境
界
を
確
定
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
森
林

の
土
地
の
売
買
な
ど
に
係
る
証

明
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
農
林
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
９

ありがとうございます

故 堀 信喜さん　金２０万円

谷川 覚さん　
（博物館へ） 昆虫標本  

寄 付
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
火
災
予
防
運
動

全
道
統
一
標
語

『
忘
れ
て
な
い
？

　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
』

　
４
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
全

２０

３０

道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
雪
解
け
の

季
節
に
な
り
、
空
気
が
乾
燥
し

風
が
強
く
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
、
一
人
ひ
と
り

が
火
の
元
に
注
意
を
払
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
普
段
か

ら
家
族
や
地
域
で
火
の
取
り
扱

い
や
避
難
方
法
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
地
域
ぐ
る
み
で
防

火
の
輪
を
広
げ
、
悲
惨
な
焼
死

や
重
要
な
財
産
の
損
失
を
も
た

ら
す
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

鞄
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
！

　
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、

富
良
野
消
防
署
職
員
、
山
部
出

張
所
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
指
導
と
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

訪
問
す
る
消
防
職
員
は
身
分
証

明
書
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

※
消
防
署
で
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
や
消
火
器
の
訪
問
販
売
な

ど
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

鞄
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

は
お
早
め
に
！

　
火
災
に
よ
る
死
者
の
主
な
原

因
は
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。
平

成
　
年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ

２３
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。
設
置
義
務
箇
所
は
「
寝

室
」
と
「
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
」
で
す
が
、「
台
所
」
に
も
で

き
る
だ
け
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

電
池
寿
命
は
約
５
年
か
ら
　
年
１０

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。

鞄
ち
び
っ
こ
広
場
を
開
催
！

　
消
防
車
の
見
学
や
放
水
体
験
、

煙
の
中
の
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹土 

２０

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
富
良
野
消
防
署

鰹問 
富
良
野
消
防
署
指
導
係

拶
2
3
‐
5
1
1
9

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

介
護
保
険
料
納
入
が

年
金
天
引
き
の
方
へ

　
平
成
　
年
度
の
介
護
保
険
料

３１

は
、
前
年
中
の
所
得
な
ど
を
も

と
に
、
７
月
に
確
定
し
ま
す
。

　
今
年
２
月
の
年
金
支
給
時
に

保
険
料
を
差
し
引
か
れ
た
方
は
、

仮
徴
収
と
し
て
４
月
・
６
月
・

８
月
（
仮
徴
収
額
を
変
更
し
た

方
を
除
く
）
に
つ
い
て
も
、
同

額
の
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。　

月
以
降
に
つ
い
て
は
、

１０

７
月
に
確
定
す
る
年
間
保
険
料

額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い

た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

鰹問 
高
齢
者
福
祉
課

拶
３
９
‐
２
２
５
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

腎
臓
機
能
障
が
い
者
及
び

特
定
疾
患
患
者
等
通
院
交

通
費
の
助
成

　
腎
臓
機
能
障
が
い
に
よ
り
、

人
工
透
析
療
法
を
受
け
て
い
る

方
、
ま
た
は
特
定
 疾
  患
 に
よ
り

し
っ
 
か
ん

長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と

す
る
方
が
、
旭
川
市
な
ど
富
良

野
市
以
外
へ
の
専
門
医
療
機
関

に
通
院
す
る
場
合
に
交
通
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　

鞄
身
体
障
害
者
手
帳
（
腎
臓
機

能
障
が
い
）
を
持
ち
、
人
工
透

析
療
法
を
受
け
て
い
る
方

鞄
北
海
道
の
発
行
す
る
特
定
医

療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
、

ま
た
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療

受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

支
給
額
　
対
象
者
は
鉄
道
運
賃

な
ど
の
２
分
の
１
、
介
護
者
、

ま
た
は
保
護
者
は
３
分
の
１

※
そ
れ
ぞ
れ
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
は
特
に

介
護
が
必
要
な
場
合
が
対
象
で
、

医
師
の
証
明
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

鰹問 
福
祉
課
拶
３
９
‐
２
２
１
１

・

・

・

・

・

・

・

・

・

富
良
野
市
第
３
子
以
降

多
子
世
帯
就
学
助
成
金

　
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
第
３

子
以
降
の
お
子
さ
ん
に
就
学
助

成
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
内
の
小
学
校
の
第
１
学
年
に

就
学
す
る
第
３
子
以
降
を
養
育

（
扶
養
）
す
る
保
護
者

※
第
３
子
以
降
の
子
と
は
、
３

人
以
上
の
子
（
父
、
ま
た
は
母

の
前
配
偶
者
と
の
間
に
生
ま
れ

た
子
及
び
養
子
を
含
み
、　

歳
２２

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
　
日
ま
で
の
方
）
を
養
育
（
扶

３１
養
）
し
て
い
る
世
帯
で
、
３
番

目
以
降
の
子
（
養
子
を
含
む
）

助
成
額
　
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

申
請
方
法
　
学
校
で
配
布
さ
れ

る
就
学
助
成
金
支
給
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
（
若
松
町
５

番
　
号
図
書
館
３
階
）
に
提
出

１０
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
４
月
５
日
鰹金 
～
５
月
　
日
鰹金 

３１

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は

申
請
を
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

鰹問 
学
校
教
育
課
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

各
種
手
当
の
額
が
　

改
定
さ
れ
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
、
手
当
の
額

が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

鰹問 
福
祉
課
拶
３
９
‐
２
２
１
１

改定後改定前名　称

5２,２00円
34,７７0円

51,700円
34,430円

特別児童扶養手当１級

特別児童扶養手当２級

2７,２０0円26,940円特別障害者手当

14,７９0円14,650円
障害児福祉手当

経過的福祉手当

改訂される各種手当
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※
小
雨
の
場
合
は
実
施
し
ま
す

と
こ
ろ
　
ぶ
ど
う
が
丘
桜
園

（
清
水
山
神
社
向
い
）
集
合

持
ち
物
　
道
具
は
事
務
局
で
用

意
し
ま
す
。

服
　
装
　
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・

帽
子
・
軍
手
、
タ
オ
ル
、
長
靴

な
ど
野
外
作
業
に
適
し
た
服
装

参
加
料
　
無
料

鰹問 
山
川
草
木
を
育
て
る
集
い
富

良
野
本
部
（
秋
葉
さ
ん
）

　
　
　
　
拶
２
２
‐
３
２
０
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
か
な
ら
の
催
し

●
土
田
英
順
 チ
ェ
ロ
 東
日
本

大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
共
演
　
今
野
 剛

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹日 

２１

　
　
　
　
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

入
場
料
　
１
０
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料

鰹問 
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

（
篠
田
さ
ん
）
拶
２
３
‐
２
１
３
１

拶
０
９
０
‐
５
１
９
３
‐
１
６
７
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ス
プ
リ
ン
グ
 フ
ラ
ノ

ワ
イ
ン
 デ
ー
 ２
０
１
９

　
日
ご
ろ
の
ご
愛
飲
に
感
謝
を

込
め
て
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
を
楽

し
む
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹火 

２１

　
　
　
　
午
後
６
時
～
８
時
　

と
こ
ろ
　
タ
マ
リ
ー
バ
（
マ
ル

シ
ェ
２
）

チ
ケ
ッ
ト
　
２
０
０
０
円

販
売
所
　
料
飲
店
組
合
加
盟
店
、

ワ
イ
ン
工
場

鰹問 
ワ
イ
ン
工
場

拶
２
２
‐
３
２
４
２

 募
　
集
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

使
用
目
的
　
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ

募
集
期
限
　
５
月
７
日
鰹火 
　
　

応
募
規
格
　
Ａ
４
版
縦
サ
イ
ズ
、

ま
た
は
電
子
デ
ー
タ
（
C
D
‐
R
）

応
募
枚
数
　
２
点
ま
で

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
添
え
て
応
募
く
だ
さ
い
。

版
　
権
　
実
行
委
員
会
に
帰
属

注
意
事
項
　
虚
文
字
（
ふ
ら
の

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
２
０
１
９

　
ま
ち
な
か
）、
日
付
（
９
月
１

in日
）
を
入
れ
、
絵
・
デ
ザ
イ
ン

も
含
め
て
応
募
く
だ
さ
い
。

許
祭
り
の
楽
し
さ
と
ワ
イ
ン
・

ぶ
ど
う
に
こ
だ
わ
っ
た
イ
ベ
ン

ト
と
い
う
雰
囲
気
が
伝
わ
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

 催
　
し
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

レ
イ
 ア
ロ
ハ
 フ
ラ
 ス
タ
ジ
オ
旭
川

富
良
野
教
室
　
周
年
記
念

１５

ホ
イ
ケ
（
発
表
会
）

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹日 

１４

　
　
　
　
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

鰹問 
同
教
室
（
吉
本
さ
ん
）

拶
０
８
０
‐
３
２
６
５
‐
１
７
７
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
す
み
れ
合
唱
団

二
十
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹土 

２０

　
午
後
２
時
（
　
分
前
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

曲
　
目
　
さ
く
ら
さ
く
ら
、
カ

ナ
リ
ア
な
ど

入
場
料
　
無
料

※
歌
う
の
が
大
好
き
な
方
の
入

団
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

鰹問 
同
合
唱
団
（
澤
村
さ
ん
）

拶
２
３
‐
４
３
２
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

山
川
草
木
を
育
て
る
集
い

第
　
回
植
樹
祭

３０

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹月 

２９

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

環境課から各種助成のお知らせ

ペレットストーブ住宅用太陽光発電

虚市内在住の方
許活動拠点を市内に置く団体

市内在住の方対象者

補助対象経費の２分の１
（上限１５万円）

太陽電池モジュールの公

称最大出力値１KWあたり
３万円（最大１５万円）

 補助額

予算の範囲内（先着順） 補助件数

住宅用太陽光発電・ペレットストーブの
設置費用を助成します

申込方法　交付申請書に必要書類を添付し、環境課に提出
　　　　　ください。
　　　　　※申請書は環境課にあります。

申込期間　４月３日鰹水 から受け付けを開始します。

鰹問 環境課 拶３９‐２３０８

資源回収ステーション
補助金の申請について

　町内会などが設置する家庭ごみ用資
源回収ステーション、または飛散防止
ネットの購入に対する補助金申請の受
け付けを行います。

補助金額　　

購入に要した経費の５０％以内

（上限２８,０００円）

申込期間　４月３日鰹水 から予算の範囲  
　　　　　内で先着順に受付け開始

※申請手続きは、資源回収ステーション
　の設置前に行ってください。
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●オープン予定日

打放し…４月６日鰹土 　　

ゴルフコース…４月１３日鰹土 

●ゴルフコース開場３０周年記念
　割引前売券を販売します

※６枚綴り（５回分料金で１回分お得）
　カート（2人乗り）料金を含む

販売所　　
ラベンダーの森ゴルフコース（フロント）

販売期間　４月１日鰹月 ～５月１２日鰹日 

●春の特別料金（４月２６日鰹金 まで）

《北コース・１８ホール・１ラウンド》

※２人乗りカート料込み・１バックは追加料６００円

《南コース・９コース・回り放題》

※１人乗りカート料込み

鰹問 空知川ラベンダーの森ゴルフコース
　　　　拶２２‐４１１０

空知川ラベンダーの森
ゴルフコースのご案内

そ
  の
  他
　
祭
り
の
写
真
が
必

要
な
場
合
は
提
供
し
ま
す
。

応
募
／
問
合
せ
　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
富
良
野
市

本
町
２
‐
　
　
商
工
観
光
課
内
）

２７拶
３
９
‐
２
３
１
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
・
道
営
住
宅
の
　

　
入
居
者
募
集
計
画

　
平
成
　
年
度
の
市
・
道
営
住

３１

宅
の
募
集
は
、
空
家
が
あ
る
場

合
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

※
入
居
希
望
者
が
公
募
戸
数
を

上
回
る
場
合
は
、
公
開
抽
選

第
１
回
募
集
５
月
７
日
～
　
日
１７

第
２
回
募
集
７
月
８
日
～
　
日
１９

第
３
回
募
集
９
月
２
日
～
　
日
１３

第
４
回
募
集
　
月
５
日
～
　
日

１１

１５

第
５
回
募
集
３
月
２
日
～
　
日
１３

　
公
募
す
る
住
宅
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
募
集
月
発
行
の
「
広

報
ふ
ら
の
」
及
び
都
市
建
築
課

の
窓
口
・
電
話
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
調
理
師
試
験

３１

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹水 

２１

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

と
こ
ろ
　
滝
川
市
（
富
良
野
市

に
住
所
を
有
す
る
方
）

受
験
資
格
　
学
校
教
育
法
第
　５７

条
（
高
等
学
校
入
学
資
格
）
に

規
定
す
る
方
で
、
多
数
人
に
対

し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与

す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
な

ど
の
施
設
、
ま
た
は
飲
食
店
営

業
、
魚
介
類
販
売
業
、
も
し
く

は
そ
う
ざ
い
製
造
業
に
該
当
す

る
営
業
に
お
い
て
、
今
年
５
月

　
日
ま
で
に
２
年
以
上
調
理
の

２４業
務
に
従
事
し
た
方

試
験
科
目
（
筆
記
試
験
）

食
文
化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、

栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛
生

学
及
び
調
理
理
論

受
験
手
続
　
富
良
野
保
健
所
、

ま
た
は
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
関
係
書
類
を
富
良
野

保
健
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
５
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

１３

２４

※
郵
送
の
場
合
は
５
月
　
日
ま

２４

で
の
消
印
有
効
。

鰹問 
富
良
野
保
健
所

　
　
　
　
拶
２
３
‐
３
１
６
１

●認知症の人の気持ちを考えて接しましょう

　家族や周囲の人が認知症を理解していないと、「何度

言えばわかるの」「どうしてそんなことするの」などと

叱って、認知症の人を傷つけてしまうことがあります。

叱るだけでは家族や周囲の人たちのストレスがたまり、

本人の症状も悪化させてしまう悪循環に陥ります。認

知症の人に接する際は、本人の気持ちや症状に合わせ

た視点を持つことが大切です。介護サービスを利用し

たり、介護関係職員に応対の仕方などを相談し、本人

が不安を感じたりしないような接し方を心がけましょう。

　　　　　　●認知症の人との接し方のポイント

　　　　　　　認知症の人に対して、命令や強制する

　　　　　　ような接し方は控えてください。子ども

　　　　　　扱いしたり、役割を取り上げ何もさせな

　　　　　　いのではなく、失敗しないように見守り

　　　　　　しながら、本人ができることを少しでも

　　　　　　続けてもらうことが大切です。

認知認知症症やや在宅介在宅介護護のの相談相談はは地域包括支援センタ地域包括支援センターーへへ
窓口は保健センター２階の高齢者福祉課

　　　　　　　《接し方３つのポイント》

　　繋できないことを責めるのではなく、できるこ

　　　とを認めるようにしましょう。

　　罫なるべく前向き（ポジティブ）になれるよう

　　　な声掛けをしましょう。

　　茎失敗を避けるためにやらせないのではなく、

　　　見守りしながらできることを役割として続け

　　　てもらいましょう。

　認知症の方に限らず、地域で気になる高齢者がいた

ら、地域包括支援センターまで相談ください。地域包

括支援センターは、高齢者のみなさんが住み慣れた地

域で安心して暮らしていくために必要な援助や支援を

行う総合相談窓口です。医療機関退院後の在宅介護に

ついても、各医療機関の相談室とも連携しスムーズに

在宅介護を受けるための支援を行います。退院後の介

護などについても、気軽に相談ください。

鰹問 高齢者福祉課地域包括支援センター　拶３９‐2255

土日祝日平日区　分

２８,０００円２１,０００円一　般

２２,０００円１６,５００円シニア（６５歳以上）

２１,０００円１５,５００円シニア（７０歳以上）

土日祝日平　日区　分

４,２００円３,０００円一　般

３,２００円２,３００円シニア（６５歳以上）

３,０００円２,１００円シニア（７０歳以上）

土日祝日平　日区　分

３,９００円２,５００円
一　般

シニア（６５歳以上）

３,５００円２,１００円シニア（７０歳以上）
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春
泥
に
足
を
と
ら
れ
し
米
寿
か
な

相
澤
か
を
り

老
松
の
崩
る
る
根
方
冬
終
る

　
　
　
　
　
堂
向
　
和
子

春
泥
を
撥
ね
て
帰
宅
の
ラ
ン
ド
セ
ル

長
畑
　
靜
香

連
峰
の
一
望
千
里
寒
晴
る
る門

田
　
良
昭

春
立
て
り
試
行
錯
誤
の
三
代
目

関
根
　
幸
子

猫
柳
の
雫
水
面
に
花
模
様

柳
田
佐
代
子

ほ
の
ぼ
の
と
ご
り
ょ
う
の
丘
の
ハ
ウ
ス
な
り

檜
の
湯
舟
ぬ
く
き
香
の
立
つ
　
　
　
三
上
　
和
子

五
十
日
神
の
近
き
に
は
べ
れ
し
や

矢
の
ご
と
く
過
ぐ
い
と
し
き
人
よ
　
鎌
田
　
敬
子

あ
と
少
し
白
銀
の
世
界
解
き
放
つ

春
の
息
吹
に
 急
 く
わ
れ
の
ゐ
る
　
　
中
嶋
　
美
由

せ

春
を
ま
つ
若
芽
萌
え
た
つ
春
を
ま
つ
　
　
　
　
　

そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
ペ
ン
ギ
ン
歩
き
　
太
田
　
瞠
子

残
さ
れ
し
命
短
か
き
老
い
の
身
や
　
　
　
　
　
　

歌
 詠
 む
よ
す
が
で
心
安
ら
ぐ
　
　
　
山
本
　
克
己

よ
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼ 表紙の７人は、富良野市出身の卒業生です。
感動的な卒業式を終えて、ロビーでの歓談のな
か撮影に協力してくれました。みんなとても明
るくて、エネルギーに満ちた表情が素敵です。
卒業おめでとう！それぞれの新しい門出となる
この季節。広報づくりも挑戦する気持ちを忘れ
ずに、新年度をスタートしたいと思います。（ま）

▼平成２８年にスタートした「ふらのみらいらぼ」。
「まぜて、まなぶ」を合言葉に、地域の各分野で
活躍している大人と、好奇心を持った子どもた
ちがワークショップを行いながら、楽しく活動
しています。現在、平成３１年度に実施する４つ
のプログラムの参加者を募集していますので、
くわしくは１８ページをご覧ください。（む）

■ラジオ広報ふらの
　毎週　月曜日～金曜日　午前９時～９時５分

　　　　　　　　　　　　午後５時３０分～５時３５分（再放送）

■元気ハツラツ！まちづくり
　４月２０日鰹土 　午前１０時～１１時

　４月２４日鰹水 　午前１１時～正午（再放送）

■いま知りたい！ふらのＱ＆Ａ

　毎週　月曜日～金曜日　午後０時１５分～０時２５分

　　　　　　　　　　　　午後５時４０分～５時５０分（再放送）

わが家の
ペットと

モカ　１歳　♂

ロングコートチワワ

愛犬家も大迷惑！ペットのフンは持ち帰りましょう

身近な人の富良野暮らしを
ペ ッ ト と 一 緒 に
リレー形式で紹介します

　モカは３代目です。ずっと

中型犬を飼っていましたが、

母の希望で、小型犬のチワワ

にしました。ホームページで

４カ月のモカの写真を見て、

鼻がスッと出ていて「イケメ

ン！」と思い決めたんです。

　最初は、本当に小さくて、

踏まないように注意していま

したが、今は少し大きくなっ

て、フワフワしています。

　家の中が大好きで、リビン

グをグルグル走り回っていま

すが、家からは一歩も出たが

りません。今年の夏は、散歩

ができようになれば良いなと

思います。

　富良野市出身。ご主人と２人暮らし。

　高校のときからテニスをしていて、昨年も大会に出場しました。

運動が好きで、スポーツインストラクターをめざしていましたが、

大学の実習でお年寄りと関わることが多く、理学療法士になろう

と決めたんです。２年前に富良野に帰ってきて、病院に勤務してい

ます。治療をしている中学生や高校生が、大会成績を教えてくれる

ときがうれしいです。

　最近は、夫婦でコブクロのライブとリアル脱出ゲームにはまっ

ています。休日は、テニスをすることが多く、テニスコートがあれ

ば、どこにでも出かけます。２人とも運動が好きなので、マラソン

にも挑戦したいです。

加藤 由利子 さん
（ 桂木町 ）

今月
は

犬の名前

笑 顔 の

リ レ ー

73


	201904-01
	201904-02-07　見開き
	201905-08-13　見開き
	201904-14-17　見開き
	広報4月号（カラー）A4 見開き　18-23
	広報4月号（カラー）A4 見開き　24-25
	広報4月号（カラー）A4 見開き　26-30
	広報4月号（カラー）A4 見開き　26-30
	広報4月号（カラー）


